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会 報 


昭和 236 年 度 役員 改選 に つい て 


昭和 37 年 度 本 会 役員 , 会 長 1 名 , 評議 員 15 名 の 改選 を お こない ます 。 記載 事項 を 御 
熟読 の 上 , 正会員 の か た は 本 号 挟 み 込 み の 投票 用 紙 に 記入 し て 昭和 36 年 12 月 15 日 の 
締切 期日 迄 に 必着 する よう , RSPR Xo 


SRR CAS) REAR (東北 大 学 理学 部 岩 鉄 数 室 ), 飯島 KR (東京 大 学 理 
学部 地質 学 教 守 ) 

【 転 勤 及び 転居 〕 杉本 功 (大 阪 府 羽 曳 野 市 南島 泉 179), 飯塚 良 POT 1 
の 4 千早 産業 K.K. Reha eT), 斉藤 仁 (札幌 市 中 の 島 171), 阿部 喜治 (海外 出 
張 中 一 留守 宅 福島 県 伊達 郡 伊達 町 字 千 供 田 20), 小野 田 臣 高 (東京 都 中 央 区 八重 洲 2 の 
5 川鉄 別館 ), 塩原 幹 治 (東京 都 練馬 区 谷原 町 1 の 467-50), 藤田 勇雄 (東京 都 千 代田 
区 丸の内 第 1 鉄鋼 ビル 6 階 神戸 針 鋼 K. K. 鉱業 部 ) , 吉村 高久 (新潟 市 大 畑 町 SK 
PRP MMR Ses), REX (山形 県 西村 山 郡 西 川町 大 池間 沢 808 BEeKekse K. K. 
小山 鉄山 )・ 

[退会 〕 浦田 英夫 


会 長 河野 義 礼 

評議 員 石川 俊夫 , 上 田澤 一 ) 牛島 信義 , 大 森 盛 一 , 片山 信夫 , 加藤 毅雄 , RE BB 
久野 A RR 仁 , SRP RABE, 鈴木 謙三 九 , 須藤 俊男 , 末 野 覗 六 
TREE, TARE. 冨田 達 ) 根本 忠 寛 。 野田 真 三郎 , REEF, Bilge 
久 , WEB, 本 多 共 之 , 増井 淳一 , AS 勇 , 八木 健三 , 吉木 文平 , ER 
1 吉村 豊 文 , 渡辺 武男 ( 五 十 音 順 ) 


前 会 長 及 び 前 幹事 渡辺 万 次 郎 , SRA, 石井 清彦 , 鈴木 BE. 表 井 誠太郎 
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Some properties of kaoline from Seta, 
Hokkaido 


根本 f&  (Tadahiro Nemoto)* 


Loe et, do oe 


勢多 カオ リン (十勝 カオ リン ) は , GET — MBAR LL CHHORAtHOT 
いる こと が 明らか に され , 数 年 前 より 積極 的 に 開発 され る よう に な つた 。 本 カオ リン は さ 
き に 高安 昌明 な ら び に 等 者 *) に よ つ て 有 厩 略 が 報告 され , OS CHADERS® に ょ っ つて 
さら に 詳し く 研 究 さ れ た 。 そ の 後 採掘 が 進展 する に し た が つて , 録 床 の 状況 お よび 粘土 の 
性 状 が 次 第 に 明らか に され て 来 た の で , 末 公 表 の 熱 的 性 質 を る 併せ て , 今 ま で に 知ら れ た 
本 カオ リン の 2,3 の 性 質 を 報告 する 次 第 で ある 。 


2. #8 革 

本 カオ リン 録 床 は 十勝 国 河 東郡 上 士幌 町 勢多 に あぁ つて, 終戦 前 ま CASK LL CR 
行 され , 十勝 鉱山 と 称せ られ た 。 そ の 当時 か ら 良 質 の カオ リン の 存在 が 知ら うれ て いて , 昭 
和 13 年 に は 北海 道 工業 試験 場 ) に お いて , KATVVYEEAKL ST SBR ALOME 
試験 が 行なわ れ た 。 ま た 昭 和 23 EHO LLMM Cid, 陶磁 器 自 給 の 目的 を も つて , 本 
カオ リン を 原料 と する 町 営 の 陶器 工場 を 開設 し , A ee Baha Lem, HAA MAO 
復興 に た に よ ょ つて 業績 が 芳しく な く , まもなく 閉鎖 され た 。 そ の 後 新 た に 設立 され た 十勝 窯業 
会 社 に て , 耐火 灯 瓦 原料 と し て 本 カオ リン の 開発 を 計画 され た と の こと で ある 。 終 戦後 ア 
ー ト 紙 用 塗布 原料 と し て カオ リン の 新 用 途 が 急速 に 伸び て 来る に お よん で , 昭和 28 年 中 
央 カオ リン 株 式 会 社 は , 本 カオ リン の 良質 な 点 に 着目 し て , THD 6 AEROBIE 5 
け 開 発 に 着手 し て , 現在 に いた つて いる 。 

本 カオ リン は 結晶 形 , 粒度 , MEO, ABE, 粘着 力 な ど に お いて , 他 産 地 の も る もの を 
姿 ぐ 良質 の も の で あり , アー ト 紙 用 塗布 原料 と し て 優れ た 特質 を 持つ て いる と いわ れ て い 
る 。 中 央 カオ リン 株 式 会 社 は 創業 以来 , 諸 設 備 の 改善 , 拡充 を 行 な つ て , 現在 で は 年 産 数 

1,000t の 産 額 を 示す に いた つた 。 


有 + 北海 道 地下 資源 開発 株 式 会 社 
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3. £ 状 


本 地区 の 地質 は 岩 質 上 , 新 第 三 紀 中 新 世 と 考え られ る 地層 より 構成 され て いる 。 こ の 地 
層 は いずれ る 大山 砕 局 物 を 主 と す る も の で , WHOSRAKRStHREL, その 上 部 に 泥岩 
DE, 三 岩 の 昧 層 が 見 られ る 。 これ ら の 地層 は 著しく 著 化 作 用 を うけ , 硬質 に な つて いる 
の が 特徴 で ある 。 

カオ リン は 上 部 の 砂岩 , 春 岩 の 累 層 中 に も , LIELIENVY ARERR Tila THs 
が , 主 な 久 床 は 基底 の 東 化 流 統 岩 質 涯 灰 岩 中 に , Vv ZAIRBRE EL CIEL Tw So = 
の レン ズミ 状 鉄 体 は ほ ぽ 直立 に 近く , 走向 は 地層 の 一 般 走 向 と ほぼ 平行 で , 北東 一 南西 の 方 
向 に 伸び て いる 。 規模 は , 小さ いる の は 数 m ( 厚 さ ) x10 Hm (水平 延長 ) x Bem (EF 
JER), 大 き な も の は 10 数 mx100m 以上 x 数 10m 程 度 で ある 。 現在 採掘 され つつ 

HSZRRIBBS OS BLEU Y ZRERL CWS MALEK DOZAMEL 
りな つて いる が , 周辺 部 は や や 不純 な , いわ ゆる 赤 白 粘土 に 移 化 し て いる よう で ある 。 


4. oi 石 

鉄 石 は カオ リン と 電化 凝灰岩 (BRS) と の 混合 物 で , 軟質 で あぁ る が , _lELIZMRR 
REL BEL CWO SMD DBS. その ほか 微量 の 硫化 鉱物 が 含有 され て いる の で , 切羽 に 
BO ABORRA, 淡 青 色 を 量 し て いる の が 常 で ある 。 鉄 業 所 で は この 鉱石 を 青 粘 主 と 
呼ん で いる が, BREILERT Mita S. CD RREEKOUL Crt VY LBRS 
と を 分 離す る の で ある が , 歩留り は 約 30 6 と いわ れ て いる 。 

青 粘土 鉱床 の 周辺 お よび 地表 近く に は , 酸化 鉄 に た に よ つ て 洗 染 さ れ た 淡 褐 色 の 粘 士 が 存在 
する 。 録 業 所 で は これ を 赤 折 粘土 と 称し , 現在 の と ころ まつ た く 利 用 され て いな い ese 


5 カオ リン の * 庄 性 ZR 

1) # & 

本 カオ リン の 結 品 形 は 種村 光郎 に よ ょ つて 記載 され た 。 すなわち 結 品 の 粒度 は か な り 
変化 に と ん で いる が が , 数 kp 以下 の も の が 多い 。 また 結 品 形 は 六角 板 状 の も の の ほか に , 
ほ ば 平行 四辺 形 に 近い も の が 混在 し て いる こと が , 電子 顕微鏡 観 窒 に よ つ て 明らか に され 
To 

2) 化学 成分 

TKERGEAT DIO SO CRI L 72 A, B 2 種 の 試料 に つい て , 昭和 24 年 化学 分 析 を 行 
な つた 。 A は 現在 探 掘 中 の 青 粘 士 に 近く , B は 地表 近く に 賊 存する 赤 白 粘 士 に 相当 する る も 
の で ある 。 これ ら 2 種 の 水 ひ 物 の 分 析 結 果 は 第 1 HO LHD CHS”, 

A は カオ リン の 理論 値 に 近似 し て いる が , B は 理論 値 に 比べ て , SiO,, Fe20。 が 多く 
Al20。 が 少な く ,。 か な り 不 純 で ある 。 A は 現在 産出 し て いる カオ リン の 代表 的 の も の で 
HOT FUCHSUAVY (FRATVY) ELT, 2.3 Orie MAN TWwBe 
B は 終戦 後 地 元 に 設置 され た 陶器 工場 の 主 原料 と し て 使用 され た が , 現在 で は まつ な たく 利 
用 され な いま ま 放 置 さ れ て いる 。 

3) AD 本 

ADAY vVORBADINS BAER? に ょ つて 行なわ れ た 。 CHA ENIERRMOL- 
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ク は 600°C 付近 に あつ て , HOD 第 1 表 勢多 カオ リン の 化学 成分 
PTA EO SMe ST le et ue Po Bee 
980°C DHA —7 OBA t wz 
吸熱 現象 が 認め られ , これ まで の 実験 a 44.16 50.92 
結果 か ら 判 断 し て , 本 カオ リン は 高い TiO, ar my 
結語 度 を 示し て いる も の と 思わ れる と OR oe oe 
記載 され て いる Res04 0.59 Dix, 
% Cad 0.52 0.94 
a Rass he sate 
Ro OO Es H,0(4) eee ey 
APA TUE EE BR 
わし , 加熱 減量 試験 を 行 なつ な た 。 Total 97.52 97.75 
ere Sees WAAL SMELT 


温度 に 1 RRL CPB LR mS 
LCS bn tienes Heit, 第 1 図 


第 1 図 勢多 る % み オリ ン の 加熱 減量 曲線 


1S =F SS one i 
cL i 
OL | 
Bt 
6 
ie he 
S [ | 
oe 
Belch | 

L | 
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L 
aoa Oe ie | L | fe 
0 3 /000 


に 示す と お り で ある 。 

- Ome Bee) に よ つ て 測定 され た チャ イナ ・ ク レー の 加熱 減量 曲 
線 の うち , 加熱 時 間 1 時間 の それ と 比較 する と , 曲線 全体 の 形 は よく 類似 し て いる が , Ba 
永 闘 始 温度 と 加熱 減量 が 少し く 異 な つて いる 。 すなわち 脱水 開始 温度 は , 勢多 る オリ ン の 
ほう が チャ イナ ・ ク レー より 約 40°C 高く , 加熱 減量 は , 1,000°C に お いて 前 者 の ほう 
が 約 0.5% 高く , 13.62% を 示し て いる 。 ち な み に カ オリ ナイ ト の 理論 値 で は , HO は 
14.098 で ある 。 

上 記 2 種 の 熱 分 析 結 果 を 既 資 料 と 比較 する と , よく 一 致し て いる 。 し た が つて 本 カオ リ 
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VIER, (OAR EUAN, カオ リナ イト で あぁ る こと が 明らか で ある 。 
6. 1G) Aes 


BRORBILURMBRRE RT OAV VILL LC, 減 熱 水性 型 の カオ リン は , 同型 の 
REOZF SCY, と くに 低温 型 の も の と いわ れ て いる が , 本 鉄 床 に お いて は , LMS 
DEMe eh > BEDS YD, 低温 型 に 属す こと が 考え られ る 。 

Mt LIS LIDERIE CAMP BIBL, また カオ リン る も 温泉 の 変質 物 と し て , 温泉 に 
METZ CEMMENTWSo White? に よれ ば , 温泉 に 障 傘 する カオ リナ イト お よび 
辰 砂 の 農 存 深度 お よび 温度 範囲 は 第 2 表 の と お り で ある 。 


42 x2 YERICGHAES Z kaolinite と cinnabar の 深度 と 温度 範囲 


温泉 湯 出 孔 の 映 存 深 AEE RO RIMM yg 
温度 °C m eC °C 2 
50 | HOSEA 50 SB 
Kaolinite | | 50~120 
| 100 DT 120 | SW 
50 1~20 55 | SB 
Cinnabar 50~100 
100 地表 付近 100 | SW 


温泉 名 SB. Sulphur Bank, California 
SW. Steamboat Springs, Nevada and Wairakei, New Zealand 


カオ リナ イト お よび 辰 砂 両 者 と る も, BHAICHY SBROBEC ICC, REFER 
ーー で は な い が , 農 存 温度 範 団 は カオ リナ イト に お いて は 約 120°C 以下 , Rec Bw Tis 
約 100°C DVR EHR SNS. CNS OMARES £ UKEMI, 温泉 の PHBL 
び 酸 性 溶液 の 最 下 限 の 深度 に よ ょ つて 変化 する も の と 考え られ る の で , 上 記 の 数 値 を 他 の す 
べ て の 場合 に 適用 する こ と は 無理 で あろ う 。 LL ERORL, AAV TA bE LURE 
砂 の 生成 温度 の 1 例 を 示す も の と し て , 注目 さる べき 値 で ある 。 

この 小 報 文 を 結ぶ に あ た つ て , 種々 便宜 を と り 計 つて 下さ つた 中 央 カオ リン 株 式 会 社 大 
山 緊 所 長 な ら び に 職員 各位 , 試験 研究 に 協力 し て 下さ つた 地質 調査 所 北海 道 支所 伊藤 技 
官 , 五十嵐 昭 明 技官 お よび 元 技 官 山 本 利雄 氏 に 深く 許 意 を 表す る 。 
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鉱床 周辺 の 放射 能 分 布 に つい て 


Radioactivity around ore-deposits 


初 田 甚 一 郎 (Zin-itir6 Hatuda)* 
西 村 進 (Susumu Nishimura)* 
BK wMe A (Yoshihisa Hirose)** 


Abstract: Distribution of radioactivity around ore-deposits has been 
investigated by means of a radioscope with a Lauritsen element and a 
low-background gas-flow counter. In the present study nine mines have 
been put into examination. Concentration of radioactive materials in the 
vicinity of deposits of these mines has been observed with interesting results. 


1. #% 


JER PEGE RIAL OBC BEA TE LOW TO PILZ OBE B72 Dic HE OFT 
DNL EBRMBO?. BO CAML FHA NORA OBAE FE LBAOMSD, Gy 
部 , SAO < CRAORAE RWB, BEUBAL DRE BOM b SAA FFE 
する こと を 見 出し た 。 後 , 1955 FL YUMA ELL OARMORRICOW TEL L Cok 
射 秀 分 布 の 組織 的 研究 を 始め た りり 。 と り 扱 つた 鉱床 は 平瀬 鉱山 (岐阜 県 ), 御池 鉄山 ( 滋 
BUR), PRES (福井 県 ), Loki (BIR), 唐松 鉱床 (新潟 県 ), LAS (滋賀 
県 ), 大 原 鉄 山 (兵庫 県 ) の 各 鉄 床 で ある 。 

次 いで 1960 年 筆者 あら は 別 子 鉄山 (BIR), MRS (岡山 県 ), 高津 鉄山 (奈良 県 ) 
に 於 いて < 放射 能 分 布 お よび 8 放射 人 能 分 布 の 研究 を 行 な つ て や や ま と ま つ た 傾向 を つか 
ん だ の で ここ に 発表 する 。 

鉄 床 周 辺 の 放射 能 元 素 の 分 布 は それ ら 元 素 自体 の 化学 的 ・ 物理 的 性 質 並 びに 環境 条件 
に 支配 され る 。 すなわち (1) 放射 性 元素 , 特に じ り は その 地球 化学 的 性 質 か ら 熱 水 液 に 多 
く 含 まれ る が , それ ら の イオ ン 半 径 お よび イオ ン 価 が 金属 元素 の それ ら と 非常 に 相違 する 
た め 導 換 が 行なわ れず し て 鉱床 の まわ り に 濃縮 され 押し 出さ れる 。(2) KROAM MEA 
破砕 整 に 多い た め Rn お よび その 娘 元 素 が 鉄 床 生成 位置 に 多く 存在 する (3) 熟 水 液 な ど に 
ょ る 母 岩 の 変質 作用 の た め 放 射 性 元素 の 分 布 が 不 均 一 に な る 。 と くに KM Ow CBZ 
表 わ れ る と 思わ れる 一 な ど で あ る 。 本 実験 に 用 いた 主 要 な 器 Me 6 UVR BIKA 
Mo-Yy.y Beit, 名 古屋 工業 技術 試験 所 の 低 バ ベッ ク グ ラウ ンド ・ ガ スプ フロ ー・ カ ウツ 
ンタ ー で ある 。 ここ に 8 放射 能 測 定 に 関し て た まわ つた 名 古屋 工業 技術 試験 所 第 四部 森 
田 清 課長 , 榎本 茂 正 技官 両氏 の 御 協 力 を 深く 感謝 する 。 叉 , 一 部 試料 の 提供 を 願 つ た 吉川 
| BAS PAR ZORMRICRHORtHT So 
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2. a 線 を 主 と し た 放射 能 分 布 


測定 方 法 : 試料 は 久 体 又は 久 脈 と 母 岩 の 境 の 面 に 出来 る だ け 直 交 し た 線上 で 充分 細か 
CAL Ho 測定 に は 約 150g の 試料 が 28 メッ シュ を 通過 する まで 粉 枠 し その 内 508 
を 用 い KH 型 ロ ー リ ツェ エン 電位 計 2) CML. COME LRA CMa eR に 詳 
し くく 述べ て お いた 。 

測定 結果 : 初期 に 行 な つ た 平瀬 鉄山 , GSK, 中 竜 鉱山 , RASA, 大 原 鉄山, 上 
PRK, 土 倉 鉄山 で の 研究 は 試験 的 の も の で , それ ら の 結果 か ら 鉱 床 周 辺 の 放射 能 分 布 
に つい て 一 般 的 令 向 を つか むこ と が 出来 た と 同時 に 次 の 段 際 の 研究 方 針 に つい て 一 応 の 
目途 を 得 た 。 第 1 表 は それ ら の 結果 を と を とりまとめ た も の で ある 。 


LR 金属 鉄 床 に お ける © 放射 能 分 布 
@ 放射 能 (div./min.) 


鉱山 名 母 vat ER SRA 
oh BREA BER DBP HE 
| 区 けた 吉村 分 れれ た 部 分 | 
平瀬 鉱山 0.08 0.10 0.07 0.06 | molybdenite 
御池 鉱山 0.05 (18) 0.14 0.12 (42)| 0.03 ( 6) pyrrhotite, chalcopyrite 
中 意 鉱 山 0.03 (10)| 0.12 (12)| 0.09 (46) sphalerite 
唐松 鉱床 0.06 ( 2) 0.26 ( 2) 0.115( 2) hematite 
土 倉 鉄山 0.07 ( 8)) 0.07 (45)) 0.13 ( 2) 0.002 chalcopyrite 
大 原 鉄 山 0.04 0.15 ( 4)| 0.14 ( 3)| 0.08 ( 2) chalcopyrite 
+-AIRGK 0.07 ( 9)| 0.14 (12) 0.10 ( 7)| 0.06 (10) chalcopyrite 
出 0.047( 3) 0.12 ( 8)| 0.06 (10)| manganite 


(  ) 内 は 試料 個数 を 表わす 


第 1 表 か ら も わか る よう い に 金 属 鉄 床 周辺 の < 放射 能 分 布 は , (1) 鉱石 その も の の < 放 
FTAEIAEW DS, (2) GRAPE SSI AES CILIA (3) 伝染 作用 を 受け て いな く と 
QGAPRVS 近い 部 分 は 遠い BAD KO ERMA So « 放射 線 を 出す 天然 放射 性 元素 に は 
主として U38, U35 Kyi, Th32 Kyl, Sml47。 Bi? 算 が ある が , 地球 化学 的 な 性 質 
か ら SmM47, Bi? は 特別 な 鉄 床 以外 に は 殆 ん ど 問 題 で な く , また , Th Bikey 
け に くい の で 接触 交代 鉄 床 以 外 で は U が その 主役 を する も の と 考え て よい 。 す な わ ち , 4 
価 か ら 6 価 に 酸化 され た U が 熱 水 液 に と け て 金属 元素 と と も に 運ば れ , 温度 降下 に と も な 
つて 金属 元素 が 沈 積 し 始め て も , その イィ オン 半径 , イオ ン 価 な どの 関係 か ら 残 液 中 に 濃縮 さ 
れ , 鉄 床 の 周 辺 に 追い や られ る た め 前 述 の よう な 放射 能 分 布 を 与え る も の と 考え られ る 。 
A, 破砕 帯 で は 元 来 Rn の 集中 と その 娘 元 素 の 沈 積 バ が み ら れ る の で この 部 分 で は その 両 
者 の 原因 が 重 複 する と みて よ か ろ う 。 こ の こと は 第 2 表 第 1 図 に 示す 様 に , +e et wo— 
鉄 体 に お いて , 放射 性 元素 の 分 布 が Cu 含有 量 に は 関連 性 が 薄く , むし ろ そ の 生成 位置 
に 非常 に 関連 が ある こと が 見 出さ れ て いる こと か ら る も 首 青 され よう 。 

OEE AE, 別 子 の 名 鉄山 に つい て の 結果 は 第 2 4 図 に 点線 で 示す 。 こ れ ら の 各 付 
麻 か ら 考 えら れる 全般 的 な 傾向 は 前 に の べた 通り で ある が , 変化 は , 別 子 久 山 で は 小さ く 
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ー ス ラガ ー の 成因 に その 原因 を 求め る べき も の と 思わ れる 。 


第 2 表土 倉 鉄山 の 一 多 休 (LBS 580~590 区 ) に お ける < 放射 能 分 布 
a) Cu 含有 量 と @ 放射 能 


Cu % @ 放射 能 (div/min) 試料 個数 
0.5 以 下 0.095 5 
0.5-1.0 0.067 10 
1.0-1.5 0.056 10 
dio 2.0) 0.056 6 
20-25 0.079 3 
2.50% 0.055 5 


b) BRICBO SHEL @ BRE 


“o£ a 放射 能 (div/min) | 試料 個数 

i o# 0.095 | 17 

中 聞 帯 0.057 | 16 
eae 0.037 6 


3. BR WH 能 分 Fi 


測定 方 法 : 前 述 の 別 子 , 橋 原 , 高津 各 久 山 の 各 試料 を 更に 270 メッ シュ 以下 に 粉 秩 
L7OO 28502), RRO Ny 77 IVY Fe HAAT aR + ByyvI7— 
を 用 い , GAC « 線 を し や ゃ や へ いし て B BHR MEL MBEORAMCOM TT 
で に 当 誌 で 発表 し た *) の で ここ で は 和 省略 する 。 

測定 結果 : 別 子 , MR 高津 名 鉱 出 の 結果 を 第 2-4 図 に 実線 で 示す 。 こ れ を みる と 別 
FEL Clk < 放射 能 分 布 の 変化 は 前 述 の 如く わずか み ら れ る が B 線 分 布 で は (1) GER 
肉 で は 放射 能 は 極め て 低く , (2) 母 岩 と の 接触 部 に 近い 部 分 より も 中 央 の 部 分 で A 放射 能 
が 強い と いう 別 子 鉱山 特有 の 令 向 が み ら れ る 。 (3) 中 山 で ある chlorite schist PAG 
で は 放射 能 は 久石 と 大 差 な く , (4) 母 岩 で ある quartz schist や graphite schist で 
は 鉄 石 の 数 倍 の 値 を 示す が , (5) いずれ る も 鉄 体 に 近接 する 部 分 で は 低く , 0.5~1m の 所 
で 最大 な いし 極大 の 値 を 示し , (6) 鉱 体 か らち 遠ざかる に つれ て 一 定 の 値 に 落ち 着く 傾向 を 
示す 。 (7) この 傾向 は 深 所 に お ける ほど , また , 鉄 体 の 厚 さ が 大 な る ほど 早く 且つ 頭 著 に 
表 わ れ る よう に 見 うけ られ る 。 こ れ と は 別に 一 般 に , (8) CESHMOMLWU MSD Cid @, 
8 放射 能 共 著しく 増加 する こと が 認め らち られ る 。 

覆 原 鉄 山 の 場合 に は 次 の よう な 結果 が 得 ら れ た 。 す な わ ち , (1) RAADBHED Hit 
@ 放射 能 が 周辺 に 近づく 程 わ ず か に 増加 する が , B 放射 能 は ほぼ ぽ ー 様 に 低く , (2) Bk 
内 で は @ 放射 角 は 鉱床 と の 接触 面 が 一 番 強 く , A BoHAEIL 10cm 内 外 の 地点 で 最大 値 
を 示し な た 後 急 激 に 減少 し , 母 岩 特有 の 値 に 近づく 傾向 が ある が , (3) 鉱床 か ら 隔 つた 地 
FRC ORB ZU MD CLES Wo 

BEG OBA Cit, (1) BAAN CREEL CT, WORAEDME< (2) RIC T VF EY BE 
RERE ht 高 品位 の 部 分 で は 極め て 低い が , (3) 品位 が 低下 し グラ ファ イト が 多く な 
る に つれ て 放射 能 が 高く な る 傾向 を 示す 。 そし て (4) 鉱 体 と 母 岩 (砂岩 ) の 境 に 於 いて 
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第 1 図 LAGOS (LIB 580~590 K) に お ける < BHAA 


outer zone 


intermediate 
zone 


inner zone 


alpha-radioactivity 
(div/min) 


放射 能 は 最高 値 を 示す が , (5) PACES LOGAN ILRRIAE RS Ho 

天然 の 8 線 を 出す 元素 と し て は U238, U235 系 列 , Th232 系 列 中 の A-emitters の 
他 K%, Rb8?, Tel30, Lal38, Lul?6, C14 42a RA”, 前 述 の 如き 地球 化学 的 性 損 と 
放射 性能 の 強 さ か ら 特 殊 な 鉱床 を 除い て は U288, U235 Saw, K40 DSH Ree TH 
よい 。U 系 烈 の 挙動 は « 放射 能 分 布 か ら も 推定 で きる が , と くに ここ で 問題 に な る の は 
K の 分 布 で ある 。 

接 撲 交代 鉱床 で は グラ イベ ゼン 化 作 用 , 黄 玉 化 作 用 , PIRES, ダン ブリ ン 石 化 作 用 に 
と も な つて , 母 岩 中 に U (時 に Th) が 添加 され , 特に グラ イ ゼ ン 化 作 用 で は O48 
が 不 規則 に な る 。 又 熱 水 鉄 床 で る も, 緑 泥 石 化 作 用 , プロ ピラ イト 化 作 用 , 絹 雲 母 化 作 用 
REBEL, 明 ば さん 化 作 用 , 陶土 化 作 用 , ろう 石化 作用 , 沸 石 化 作 用 等 に と も な つて 放射 
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第 2 図 高津 鉄山 に お ける @ お よび B BHAA 
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性 元素 中 で は , 特に KY が 著しい 分 布 変 化 を 示す も の と 考え られ る 。 
Ek, グラ ファ ィ ト 中 で は @ BRED HL PB 放射 能 分 布 の 相似 か ら C14 の 存在 以外 
に しり の 吸着 , 選 元 が 行わ れ て いる と 想像 され る 。 


4. if び 

この 研究 は 溜 く 本 格 的 段階 に は いつ た ば か り で ある が , 現在 の と ころ 次 の よう な 事柄 が 
一 応 推論 され る 。 

(1) 鉄 床 生成 に 当たり , 放射 性 元素 の うち と くに U お よび Th の イィ イオン 半径 お よび イ 
オン 価 が 他 の 元素 の それ ら と 相当 異な る こと に より , また , その 含有 有 量 の 少な いた め ウ ラ 
ン 人 鉄 物 を つく る こと も な さく 鐵 床 の 周 辺 に 追い や られ る 。 そ の 結果 , 鉄 独 部 分 に お いて 高い 
放射 能 分 布 を 示し , 次 いで 母 岩 の 鉱床 近辺 , 鉱床 か ら は な れ た 部 分 , 鉄 石 の 部 分 の 順に 減少 
する が , 一 つの 鉄 体 で は 外部 程 放 射 人 秀 が 強い 。 

(2) KRDO RAL «放射 能 分 布 は 関係 が ある 。 そ れ は , 接触 交代 久 床 や 高熱 水 鉱床 で は 
放射 能 分 布 が 鉄 染 作 用 を 受け た 部 分 が 一 番 強 く , 次 いで 久 床 近辺 が 強く 離れ る に し た が つ 


有 て 絢 く な る 。 ま た , 鉄 体 中 で は 周辺 の 方 が 強い 傾向 を 示す が キー スラ ガー で は この 令 向 が 


eee 
NARS 


156 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 


第 3 図 材 原 鉱山 に お ける «BLU B 放射 能 分 布 
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第 4 図 別 子 鉄山 に お ける ¢ お よび 8 放射 能 分 布 
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弱い 。 ま た , SAREE MSS, 破砕 帯 に 一 致し た と き に は この 傾向 は 助長 され よう 。 

(3) RA 放射 能 分 布 は 陸 岩 の 相違 に よ ょ つて 著しく 異な る 。 ま た, GRAMS E OR 
放射 能 分 布 が 不 規則 に な り 鉱 床 の 近 辺 で 強く な る が , その 最大 値 の 位置 は 通常 & 放射 能 
の 最大 値 の 位置 より も 離れ て いる 。 ま た , 別 子 久山 の 場合 は 他 の 鉱床 と 異な り 鉱 体 の 中 央 
部 で 極大 値 を 作る 。 
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Relations between chemical composition and physical 
properties of galena 


= G 3 =. (K0z6 Saito)* 


Abstract: The author have investigated the relation between minor 


impurities and some physical properties of galena. Chemical and 
spectrogrpahic analyses, statistical microscopic examination, X-ray study, 
measurement of specific gravity, electrical properties and differential 
thermal analyses were carried out. It was found that some physical pro- 


P 


erties were influenced by soluble silver and bismuth. The main results 


obtained were as follows: 


(1) Lattice constant of pure galena is 5.936, A and the value is de- 


creases lineally in increasing with soluble silver. The soluble limit of 
silver in galena is about 2,000 g/t. 


(2) Specific gravity of pure galena is 7.59, caluculated from lattice 


constant, is decreases in increasing with soluble impurities. 


(3) Electrical properties are influenced by soluble silver, and specific 


resistivity 1s decreases in increasing with carrier density. 


(4) Exothermic reaction in D.T.A. caused by oxidation of disordered 


galena began at lower temperature than that of ideal sample. 


1. i = 


FGI} BRA WO RAM CHOOT, し ば し ば 内 亜鉛 鉄 と 共に 大 き な 録 床 を 形成 


し , 


E 7 OE De RKO RAPE GAD & L CRABAYICBET So FEO THISTLE RA 


TEOMA & FULT SLOMB 6, これ ら の 問 の 化学 成分 お よび 物理 性 に は ある 程度 の 


偏 傘 の 存在 が 期待 され る 。 


本 研究 に お いて , 各種 方 鉛 鉄 の 化学 分 析 , 顕微 鏡 観 察 お よび ぶ 線 回 折 実 験 を 行い , 化学 
成分 と くに 微量 成分 の 農 存 状態 を 検討 し た 結果 , 方 鉛 鉄 中 に 固 流す る 元素 と 格子 常 数 と の 


間 に 


関連 性 が 存在 する こと が 判明 し た 。 この よう な , 方 鉛 鉄 の 結晶 構造 の 変化 に 伴 つ て 他 


の 物理 性 , すなわち 電気 的 特性 , 比重 , DTA 曲線 の ビー ク な ど に も ある 程度 規則 的 な 変 
{EBRD SNOT. 実験 結果 の 要点 を 報告 する 。 


4 


2. 供 mA の 産 状 


試料 は 高熱 交代 乃至 交代 鉄 床 に 属す る 神岡 ( 栃 洞 -200m, 栃 洞 -60m, FEE), Pe, 


RL ME LAB, BIMPHLORMARICRT SRA MA, BA, 太良 , FER, 
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BH, 立 又 お よび 層状 含 鉛 硫 化 鉄 鉄 床 の 田老 の 13 鉱山 か ら 16 試料 , 又 比 較 試 料 と し 
CALABRESE SUMBRO SME MAH 22 種 で ある 。 朝日 お よび 閣 荷 は 同一 久山 で あ 
る が , (AMACIUERO RGR ME SND CRBIHEL Ro ALAR CRE 
粉末 を 混合 し , 950°C AAL CARLO CHS. LNEOHWRRMLSH 2 表 の 化 
学 分 析 結 果 の よう に , いずれ る も 含 銀 量 が 比較 的 少く 田老 産 方 鉛 然 の 2,048g/t が 最大 で 
ある 。 各種 の 実験 を 行う 場合 さら に 含 銀 量 の 高い 試料 を も 必要 と し た の で , この 種 の 試料 
に は 選 久 場 より 産出 され る 銘 精 鉄 を 参考 資料 と し て 用 いた 。 thh b PMMA LO 3 種 , 
中 竜 お よび 秩父 選鉱 場 よ り そ れ ぞ れ 1 種 , 合計 5 種 の 鉛 精 鉄 を 実験 に 供し た 。 

これ ら の 外観 的 性 状 は 第 ユ 事 の 通り , FAAS CHL (FAREED SIEVE 
変化 し , 光沢 は いずれ る も 金属 光沢 で , 条 療 色 は 暗黒 色 の も の が 多く 帯 灰 黒 色 , 黒褐色 , 黒 
色 を 時 する も の も ある 。 通 開 は 完全 な も の か ら 不 明瞭 の も の まで あり , MOBBOL IR 
滑 面 を 示す も の と 不平 滑 な も の と が 観察 され , 一 般 に 結晶 が 大 きく 発達 し て いる 試料 は 平 
滑 面 を 示す こと が 多い 。 試料 の 大 部 分 は a(100) を 主 と す る 結晶 で , 1 部 で は a の 隅 角 
を 0(111) で 欠い て いる 。 神岡 , HA, 太良 お よび 尾 太 産 の 講 試 料 は 結 品 が 大 きく 発達 し 
て , 径 数 mm か ら 10mm 程度 に も 達し て いる 。 大半 の 試料 に は 山上 有 眼 的 に る 黄銅 鉄 , 黄 
GREK, PURPA RERBMDSn, 田老 産 試 料 の 表面 は 酸化 され て 1 部 は 硫酸 鈴 鍼 に 変化 し 
て いる 。 し か し 太良 , 朝日 お よび 人 工 試 料 に は 肉眼 的 に 他 鉱 物 を 認め な い 。 


3 ct S| mk F 


方 銘 鉄 試料 は いずれ る も 1~2mm OAS SICHHEL TCFBB IVER. hRwMeRE 
し さら に 100~200mesh に 砕い て フラ ン ツ 分 離 機 , 双 有 眼 顕 微 鏡 に より 出来 る 限り 爽 雑 
Shi e ASHE LL fe PESKIZTOW TIE 100~200mesh に 整 料 の 上 , スー パパ ペン ナ で 軽 比 重 
鉄 物 を 分 離し て か ら 上 述 と 同様 に フラ ン ツ 分 離 機 に か けた 。 結晶 が 大 きく 発達 し て いる 試 
料 で は この 選別 操作 は 比較 的 容易 で , この 種 の 試料 に つい て は Ag, Au, Pb, S, Bi, 
Cd, Sb, Zn, Cu, Fe, SiO, O(/ESAPe AT, Au BLU Ag ieee LO 
た 。 ま た , PREV Hehe SPELL TW CHIDO ICOM TIE AG の 定量 は ボ チ 
ゾン 法 3) を 適用 し た 。 化学 分 析 結 果 を 第 2 表 に 示し た 。 

後述 する よう に , Ag お よび Bi の 1 部 は 方 鉛 鉱 中 に 固 深 し 得る も の で ある が , 高温 で 
生成 され た 方 銘 鍼 で は これ ら 成 分 の 固 深 度 が 増大 する た め 低温 性 の 方 鉛 鉄 に くらべ て よ 
り 多 く 含 まれ る こと は 当然 考え られ , Leutwein® (sHMMOAMIME AR LAT Sic FEO 
て Ag お よび Bi も 増加 し , 時 に は 数 % に 達する 場合 も ある と 報告 し て いる 。 供 試料 
を 第 1 表 の ょ うに 成因 別に 分 け て Ag お よび Bi 量 を 比較 する と , 両者 の 間 に は 明瞭 な 
差異 は あら われ な い が が , 本 邦 産 方 鉛 然 の 分光 分 析 結 果 を 統計 的 に まとめ た 報告 で は 高 
温 性 鉄 床 か ら 産 出す る 方 鉛 鉄 の Bi は 明か に 高い と いう 結論 を 得 て い る 。 わが 国 の 代表 
Ht SERCH SH, 秩父 お よび 中 竜 鉄山 か ら BAS NMMABO Ag, Bi は 
他 の 試料 の 値 に くら べ て 著しく 高い 値 を 示し て いる 。 

第 2 表 以 外 の 微量 成分 の 検出 は A.R.L. 仙 2m Grating Spectrograph を 用 い , 
(発光 : By 71h: コダック SA-1, RRS : National Carbon 社 
Special 11/4”, 試料 : 100mg, 電極 間隔 : 3mm, PHRF] : 403ec, 電圧 :230v, 
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ZS aS 


sls. & - BR # oO 
No.| @& wm 名 |& @ | ® & | PBiRareSKM 
1 栃 洞 -200m (神岡) m 鋼 色 eRe | RR, 石英 
2 | ama-60m (神岡 ) | 鋼 灰 & | ge 黒 色 | 石英 
3 | pete (神岡 ) se 鋼 色 | et 2 & | BHA 
4 中 竜 me 鋼 色 me 黒 色 | Aigosk 
11 秩父 rm 鋼 色 帯 灰 黒色 | RR TASK, PASE 
13 | ge ee | me So 色 | Bee, BRR 
18 足尾 me gy B 福 色 | Reet, meket, Pe zaeh 
6 | Bx | 鋼 灰色 we 黒色 Rael, ROR, BR 
7 gen me 鋼 色 m 黒 色 | BOGE IOS, BKK, 石英 
8 | #8 鋼 灰 & |e 黒 & | な し 
9 ive mk | we BR f& | BR 
10 AR 鋼 Jk & ee eS sh || な し 
12 日陰 沢 (天下 森 ) gy tk & m 黒 色 | RR PSE Hi PASK, Ba PBK 
eS Rese me 鋼 色 m SB 色 | Beker, moet, Ca EA 
RT 鋼 灰 色 |e R & | Rene, haa, BS 
5 田 参 me 鋼 色 | # 色 | 表面 酸化 , 1 部 硫酸 釣 鉄 
15 |A ARK oH) Ik 色 Bt & | av 
ee 
第 2 KR 化 = Sy 
2 ime se ees Fs 
= | | | | | | 
Mae at Ee il Be 2B xm 倉 朝 日 
| | | | | 
Ag (g/t) 714 |630 | 436 | 713 | 1, vel 218 | 1,300! 1,565| 937 | 196 
Au(g/t) OO tr C00 
Pb (%) lg6.18 83.92 |86.07 84.93 93.13 185.75 |78.15 [86.12 |85.21 |86.47 
S (96) 13.25 113.35 13.15 13.66 14.07 113.32 13.30 13.23 |13.34 13.37 
Bi 4(96). | 0.03'|,0.07 | tr. 1.0.00 | tr 1.0.20.) 0.25 |.0.25,)0,03)) see 
Cd (9) tr | 0.01 | 0.01) 0.01 | — | — S| Oil | VEE )) ase 
Sb (9%) = = ONO ON CORONORIOMN NT = A CO)SONE | SOR) || gh 
Zn (%) tr | tr | tr |0.12]0.20/0.13/0.55| tr [0.10] 0.14 
Cu (9%) fr | 012°) tr 1) 0.1210.97 0.45. RORS SUOMI tc tr 
Fe (9) 0.12 | 0.14 |O.T84OsiSil 0:25) /0218 |) — 1 Oiae Ose 
SiO, (9%) tr | 0,51) tr 0,88 1.39 | tr fi OD bs 
7" (9) 99.58 |98.12 199.38 99.32 99.51 99.88 93.08 99.87 99.10 99.98 
FT’ Au+ Ag (g/t)| 714.3] 680.3) 438.0) 713 | 1,075, 218 | 1,300] 1,565 937.5 196.4 
電流 : 4A, 現像 : コダック D-19, 18°C, 3min) の 条件 で 行 つ た 。 分光 分 析 結 果 は 第 


3320380 C, Te, Sn, Sr, As, Mn, Ga, Ge, Ni, Mo, V,,B なさ が 会 る 


20, また Se, Ba, Cr, In, Pt, Hg, Co, P, W, Nb, Ta, Tl, 


素 は 全く 検出 され な か つた 。 


4. ih 鏡 観 


穴 


供 試料 を 反射 頭 微 鏡 下 に 観察 し た 結果 は 次 の 通り で ある 。 


Pr aE ORI 
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観 的 性 状 一 覧 
結 aa 面 備 考 
a を 主 と よし 稀 に o, Bay 高熱 交代 乃至 交 
RN PERC TI BAERS 
径 5mm 程度 の a の 良 結 品 a 
a, AdiReyic AAR a 
@ 1~2mm Oa 4 
> 面 は 不平 滑 , 不明 瞭 2 
z 1~2mm a ABR / 
atta, 径 雪 mm~8mm | 第 3 紀 中 新 世 の 鉱脈 
a, 径 数 mm ” 
a の 良 結 品 , GB 5~10mm a 
a, これ に 小さ い e© FES ia 
a が 発達 面 は 平滑 な ら ず 2 
a, 不明 其 4 
 imm 程度 の ぇ ょ お よび こ o y 
EA mm の 明瞭 な ぇ | 2 
径 5mm Oa BRS Sat CERES 
ERR IED LVAD & Si | ROG © DERE & I 


9 | 10 12 1 ed 2 | 5 | 15 27 28 29 30 31 
| i 
| | | La Ay\, | 
fi ak aE le 叉 田 Seg pein ae Tee 
| 5 We 父 中 ee A BB 
318 | 476 429 90 ius 700 2,048 | 105 | 5,344. 4,360 3,033 | 2,505 1,792 
0.6 tr = — On 4) 155 a, | ght 0.2 — | — 


86.41 86.20 21.02 82. 58 ‘79. 50 $5.05 82.83 |79.57 80.15 | 79.38 |80.98 79.41 


13.43 13.47 13.13 13.52 12.75 13.44 12.75 [14.19 114.62 | 14.43 |14.07 |13.95 
0.05/0.02| tr | tr | 0.03] 0.01 | 0.52) 0:81 | ON 0.45 | 0.47 |.0.42 
tr |0.01|0.03| — | — |0,01 |0.43| — |0.04) 0.05 | — | — 

0.01|0.03}0.08] tr | — | — |0.01/0.02/0.50} tr | 0.03] 0.02 
tr | tr | 0:34/|0.37|0-36| tr fe 4. USuylev7@ |) ASI de arid 2 8 
Petr 10.35 10,9410.26| tr | 0.451 0.139 10,81 | tr | O.1l OT 
G:06 |} tr |0.47|'0.35| — | 0.12 |0.62 11.11 | 1.51} 1:727 10.84) 0:52 
PEN AS | 455.188) — | tr | 1.22 1:83 | 0.15 | 1.544 )1.35 511.3 
99.96 |99.87 97.97 98.52 92.90 98.63 99.54 98.79 99.35 | 98.88 98.59 96.97 
318.6| 476 | 429 90 1,7002,048.1 106.5) 5,344 4,462, 3,083.2 2,508, 1,792 

| | 


栃 洞 -200m : 径 10~30x の ほ ぽ 円 形 の 濃 紅 銀 鉱 を 包 裏 する 。 稀 に 黄 鉄 鉱 を 混在 する 
こと も あぁ ある 。 

ii -60m : 20g 程度 の 円 形 乃 至 椿 円形 の BABRELU 204 程度 の 自然 蒼 鉛 を 包 
BEL, PAGS, WRG IBET 5. AMR Pick 10~204 ORRGRORRAE RS FAGK 
を 認め る 。 

pees : Gey 307 OPIBMIRRLE AT ZO MMO, FrHGKO WFRV PATRI 
kL UBPIGK E PES » PORE SAGA cS BRERA & AD Do 


162 BRK DKA AS zs 


8 
3 
Re 
si 
at 
8 
3 
tO: 
fa 
a 
. 
2 
bp 
a 
an] 


a 
mae ae 
TE Nt 


EE 
| 
wo 


oo 


= 


i Rep ea i 


i) 
© 
ae elk ll Wael 


= 


ieee ye 
ere 
(MOP ROP I Pt eM 
Cred erent 


1d ileal ‘ia 


F411 1 


aw 


中 竜 : 自 形 方 鉛 鉄 中 に 磁 鉄 鉄 を 含み , WRICPIHEASKE FED 0 PURE GAGA HCA EAR 
が 認め られ る 。 . 

秩父 : 微小 黄 鋼 鉱 お よび 磁 硫 鉄鉱 を 包 裏 し , 隊 和 亜鉛 鉄 , 黄 鉄 鉱 , 硫 太 鉄 鉱 を 伴う 。 FY 
亜鉛 鉄 中 に は 離 族 隆 の 懸 滴 状 黄 鉛 鉄 が 認め ちら れる 。 

飯豊 : 包 裏 鉱物 は 認め られ な い が , BAK, PQHLEAGK, 稀 に 黄 鉄 鉱 , 鉛 藍 が 混在 する 。 
PORE SASK HCE RRO BRAGS BD Fo 

足尾 : 鏡 下 で は 均質 で , MEMRS LURMRHLET SZ. 

BA : 微小 自然 銀 お よび 204 GEORMRE BRT SO 

細 倉 : 10~20z ODABOWARRSE LUMEVBORY SARS HIRES 
tL CRRA EBD So 

朝日 : 5~204 OBV-NAEMRE DET So 

Wei: QEMMIa< BOELnT, 鏡 下 で は 均質 で あぁ る 。 

太良 : 鏡 下 で は 均質 で あぁ る が , REAR, 黄 鉄 鉄 お よび 際 亜 鉛 鉄 を 混在 する 。 

日 陰 沢 : 包 裏 鉱物 は 全く な く , 方 鉛 鉄 の LATA HRS LOMMR CSL, ERE 
鉄鉱 を 混在 する 。 

FEE : 方 鉛 鉄 が 不 規則 形 に 隊 亜 鉛 鉄 お よび 黄銅 鉄 で 交代 され , BGRGK, PERIGEE 
する 。 

WX : 20~30g ONBAARMATE CRMRS よび 同和 亜鉛 鉄 を 包 裏 する 。 

AS : 自然 銀 , 磁 硫 鉄鉱 を 合 む 。 

KLIF SAB : 他 久 物 の 存在 は 全く 認め らち ら れず, 鏡 下 で 均質 で ある 。 ま た 反射 色 , 光度 , 
座 触 試験 な どの 諸 性 質 は 天然 産 の も の と 同様 で ある 。 

ARSAMIBK : 数 選 以 下 の 微 細 な 自然 銀 , 10~20k 径 の 円 味 を お びな た BOWARES 
U 104 DF ORRGS GETS. ABHICIk HNO。(1:1) で 徐々 に BET ZAHM 
が 認め られ マチ ル ダ 鉄 と 考え られ る が , RMB RIBAK E STZ 
LMS OAMIAGK, RG, PLAGE k VER TIZET So 

FRLGK + fv vaeeek yy tL Cle BARR RATERS, PRE, HMIGK £ URE 
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7 OR EC CA mat 
Gk Roos thr za eh, sal Asie Pa 
| | Cee Wile 父 中 eR ABE 間 B 
am = = = | (or) = == ee ged a = aa 
(+) #is | 415 | Gy | 44) + 5 ンー + 2) (+) + + 
— ーー  — = — — — + — = i = — 
—F=1=/—]—Jemles ies) ay] =| & 
—|/—] + |/+3/(4)] — | — pee] 45] 412] +7] +8 
—4—}=|— 1) =] =e alae] — | & 
= | = EE = 
ae i a a tr eed ge || al = 
Se nee eee eee | ee 
= cae 2 = =e ー +3 — |— | = zs = 


BC wry lOve BE, 自然 銀 は と くに 徴 小 で 数 H で ある 。 CONCISE, 黄 
GB, BPG, 硫 克 鉄 鉄 お よび 磁 硫 鉄鉱 を 混在 する 。 

PRIM : 10~15g BE ORREIOSNC RR, MEISEL BR ONSZK x の 
BUNKLB k URRBRE GAT So EPPIHEIGK, APIGK, 黄 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄鉱, WRDAGK, 
鉛 藍 お よび 自然 銅 を 混在 し て いる 。 

ERAROSSK : 10n 程度 の 濃 紅 銀 鉄 の 外 に 自然 蒼 狂 の 微小 粒 を 含み , BIRZAGK, BBS, 
MHA k UBER PIBET Z— 

以上 の 祥 微 鏡 観 察 に お いて 包 裏 鉱物 を 認め な い 鏡 下 で 均質 な 方 鉛 鉄 は 飯豊 , 足尾 , HG, 
AE, 日 陰 沢 お よび 人 工 物 の 6 種 で , 他 の 試料 で は 銀 , 蒼 鉛 鉱物 以外 に 黄 鉛 録 , PORES 
磁 硫 鉄 鉄 を 包 有 し て いる 。 
試料 中 に 認め られ た 銀 録 物 あ る い は 准 鉛 鉱物 は 一 般 に 微小 で 円 味 を お び た 形 を 示す 
が , BOMMBBMP AIL. F VIG (AGBiS.) は し ば し ば 方 鉛 鉄 の 結晶 学 的 方 位 に 支配 
きれ て 薬 片 状 乃 至 格 子 状 に 離 流す る こと が ある 8)。 マ チル ダ 鍼 に は @ お よび A の 2 型 が 
HOT, 210°C で 低温 の 8 型 か ら 高温 の © 型 に 転移 し , & 型 は 方 鉛 鉄 と 同様 の 結 品 構 
ERI). 高温 に お いて は マチ ル ダ 鉄 の 方 鉛 然 え の 固 深度 は 大 きい が , 温度 の 低下 に 従 
CAE BRS LS), DoE LAILF ZO CLADE 5 7 BEAR ART YO 
と 考え られ る 。 供 試 料 中 に , この 種 の 離 深 組織 が 認め られ な い の は AZ お よび Bi BH 
究 量 共 存 リ て いな か つた こと と 生成 条件 に よる も の で あろ 3 う 3。 

また , 供 試 料 の 線 回 折 結 果 に よれ ば , 後述 する よう に Ag の 大 部 分 は Ag。S DBC 
固 深 し て いる と 考え られ る が , PERRO BEAD EC IAD ENE. 顕微鏡 写真 の 数 
別 を 第 1 図 に 示し た 。 

銀 , 蒼 鉛 文 物量 の 測定 方 鉛 久 中 に 包 裏 され る 銀 , 蒼 鉛 鉄 物 は 前 述 の 通り で ある が , 
奴 射 鏡 下 に 統計 的 観察 を 行 つ て その 含量 を 求め た 。 微小 鉱物 が ある 程度 の 大 き さ を 有する 
Beiz\k Micro-integrator を 用 いて 直接 微小 鉄 物 の 断面 積 を 測定 し , さら に 微小 の 場 
倫 に は 長径 お よび 短 径 を 測定 し た 。 これ ら 微 小鉄 物 の 断面 積 は その 断面 の 形 に 近似 する 円 
彩 あ ぁ あるいは 椿 円 形 に 換算 し , 粒子 は 最大 径 で 切断 され る と し て 体積 を 求め , ZNENOK 


ww 


で - 


GK = Po : RY REE 


Ia ・ 


A : 栃 洞 -200m B : 栃 洞 -60m C~F : Ee 


物 の 上 比重 を 乗じ て 重量 を 算出 し た 。 典 試 料 は 100~200mesh yz#OEL TA» ESS fF 
b CH, KEBLE OG, あら か じ め 粒 子 の 個数 と 重量 を 測定 し て お き , 両者 の 間 に 
> 図 の よう な 直線 関係 が 得 ら れ た の で , BEBO MTR 積 は 測定 せ ず に 単に 


粒子 数 の み を 
Marla L, 第 2 図 か ら 重 量 を よみ と つた 。 前 述 の 通り 方 鈴 鍼 中 に は 黄銅 鉄 , 関 亜鉛 
GK, 磁 硫 鉄 鉄 な ど を 包 裏 する こと る も る で , これ ら の 大 き さ る 測定 し て 補整 を 行 つ て みた 
が , 全く 均質 な 方 銘 鉄 と 仮定 し て 算出 し た 値 と ほぼ 同様 で あつ た 。 


| 
測定 結果 は 第 4 表 の 通り ne 程度 の 試料 で は 極 く わずか な 銀 鉱 物 を 認め る に 
すぎ な い が , 2,5003/tAg を 超す と Aric atmo HSUPA OS 増大 し , Ag に し て 最大 
2,6008/t に 相当 する 久 物 が 認め られ た 。 し か し 秩父 , 足尾 お よび 立 叉 産 方 鉛 鉄 の よう に 
1,000~1,700g/tAg を 示す も の で も 鏡 下 に 銀 鉄 を 見 出し 得 な い 場合 も ある 。 Bi に つい 
て は Ag の よう に 明瞭 な 傾向 は ょ 認め られ な い が , Bi の 多い 試料 で は そ の 含量 の 少 い も の 
に くら べ て 共 鉛 鉄 物 を 認め や すい よ 3 CHB, 
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第 2 図 FMT RL ROR 


30 
= 20 
ea 
= 10 
° 6 /,000 2,000 3.000 
#1 すす 数 
Bit 。 包 裏 銀 , 准 鉛 鉄 物 の 含量 測定 結果 
[eae | = 
1 化学 分 本 自然 銀 ポ YS ART SRG WRB oH eRe 金属 量 ( 計 ) 
As(e/t) (8/) | (8/8) | (e/t) | (e/t)| (96) AB 4) [Bi(96) 
uae 栃 洞 -60m | 630 | 10| — 291 =| tc01 20) 0.01 
1 栃 洞 -200m| 714 SS a BD tes = 30 
7 |e 倉 | 937 —!| 20 4) = = 40 = 
6 ex 尾 A |1565 | 140| 一 Seidl ince = eC 
5m 2 | 2,048 | 20] — = = 240; — 
30 | 鹿 AHA | 2,505 = OM = = 130| — 
29 | he 3,033 = ra tak 048! 9 «| 0.08 
28 Fl 秩父 4,360 | 990; — 15100. 0.21] 1,650 0.21 
2 ki 洞 5 ,344 500 — 100 | 2,200 — 2,610 — 
I I EE I 


5. 精密 格子 常 数 


各種 方 錯 鍼 の 顕微 鏡 観 察 に よれ ば , Ag ぁ ある い は Bi の 1 部 は 方 鉛 鉄 中 に 固 深 する も の 
と 考え られ る の で , 方 銘 鉄 の 精 九 格子 常 数 を 測定 し て 固 次 元素 と の 関係 を 検討 し た 結果 , 
この 両者 の 問 に 関連 性 が 存在 する こと が 判明 し た 。 

X 線 回 折 に は ガイ ガー フレ ックス を 用 い , 高角 側 の (642), (640), (711), (622) の 
ピー ク を 自動 記録 させ , Bradley and Jay’s cos*@ extrapolation method9a) で 精 
蜜 格子 常 数 を 求め た 。 こ の 場合 の 記録 条件 は (Cu/Ni 40KVP, 20mA, 1,600c/s, 
8sec, 1°/min, lcm/min, 4°, 0.8mm) で , CuKe の 波長 と し て は 1.5418 A) を 
用 いた 。- 試 料 の 回 折 に 先立ち , 純度 の 高い シリ コン (Dupont 社 , 不純 物 濃 度 608) を 
標準 物質 と し て あら か じ め ゴ ニオ メー タ の 角度 補整 を 行 つ た 。 

格子 常 数 の 測定 結果 は 第 SHOW, 最大 5.836,A4 か ら 最 小 5.9315A まで の 範囲 を 
と り , 5.935~5.936 A の も の が 多い 。 第 5 表 の 格子 常 数 は 大 き さ の 順に 一 括 し た も る の 
で , これ と 化学 成分 と を 対応 させ る と 両者 の 間 に 関 連 性 が 見 出さ れ , と くに Ag に 対し 


166 BBD BRR AS ww 


て は 2.5002/t 附近 まで は AG の 増加 に 従 つ て Ay は 次 第 に 減少 し , Ag が これ を 超す 
と ay は 一 定 値 に 少 近 する よう に な る 。 

化学 分 析 の Ag か ら H4RO BRB MD Ag を 差引 いた 値 は 方 鉛 鉱 中 に 固 深 し た 
Ag 量 に 近似 する も の で , これ と 格子 韻 数 の 関係 を 図示 すれ ば 第 3 図 の 通り , Ag OFM 
限 に 至る 間 で は その 増加 に 従 つ て Ay は ほ ば 直線 的 に 減少 する 。 し か し , 1 部 の 試料 で は 
第 3 図 の 直線 より 著しく 下方 に ずれ る も の も あり , これ は Ag 以外 の 固 沙 元素 も a lc 
影響 を お よ ぼ し て いる こと を 示す も の で ある 。 これ ら 試 料 の 化学 成分 を 同 程 度 の Ag を 
含有 する 他 の 試料 に くら べ る と Bi が 多い の が 特徴 的 で , 直線 より 外れ て いる 試料 で は 
Bi の 固 深 に よる 影 枚 が あら われ て いる も の と 考え られ る 。 これ ら の 試料 より も さら に 
Bi の 多い 試料 の 格子 歪 が か えつ て 小さ い 場 合 が あり , 鏡 下 で も と くに GRKMtADOE 
な い 試 料 で は 超 頭 微 鏡 的 な 蒼 鉛 鉱物 の 存在 が 予想 され る 。 な お 第 3 図 の 黒 ,. 印 は 標準 の 値 
と し て ASTM カード 10) か ら 引 用 し た 値 (a。 三 5.9362A) を 示す も の で , この 試料 の 不 
純 物 は 非 帯 に 少く Ag, Cu, Fe, Al, Si, Sn は いずれ る も 0.01% ; 以下 の も の で ある 。 


6. 他 の 物 性 値 


以上 の よう に , 方 狼 鉄 中 に Ag あぁ あるいは Bi が 固 流す れ ば 格子 高 数 に 族 化 が 認め られ 
る の で , これ に 伴っ つて 他 の 物理 性 に も か た より を 生ずる こと が 期待 され る 。 LES, 電気 的 
特性 な ど を 測定 し た 結果 , これ ら の 性 質 は 化学 成分 に 支配 され て ある 程度 規則 的 な 変化 を 
ie ee EMBO? 

比重 BOROMTRRME BY, 次 式 に 従 て 算出 し た 比重 は 第 5 BOW) CHS. 2 
の 計算 に お いて , 鏡 下 に 測定 され た 銀 , 共 給 鉱物 以外 の Ag お よび Bi は すべ て 方 鉛 鉄 
WMS MALL, また 化学 分 析 で 認め られ た 他 の 微量 成分 は 混在 鉱物 と 閉 え 除 外し た 。 

i lS 
M 


m . Unit cell 中 の 分 子 数 =4 
M: i 3 & 
pe te eS 
N : Avogadoro’s No=6.02544 x 1023 
V : Unit cell の 体重 
格子 常 数 か ら 算 出し た 比重 は 7.59,~7.51, の 範囲 で 変化 し , Ag あるいは Bi が 増加 
する に 従 つ て 減少 の 儲 向 を 示す 。 微量 成分 の 少 い 方 鉛 鉄 の a を 5.936。A と すれ ば ぽ ば そ の 
化 重 は 7.59, と 算 出さ れ , Dana’s system of mineralogy に 記載 され て いる 値 1 
7.58 土 0.01 (Sey), 7.57 (計算 ) より わずか に 高い 。 
これ ら の 計算 値 と 比較 する 目的 で , 双 眼 顕 微 鏡 下 で えら び 出 し た 単 結 品 の 比重 を バー マ 
ン 比 重 計 (Baired Associates, Inc. $l) に よ つ て 測定 し た 。 測定 試料 は 20~30mg の 
大 き さ で , それ ぞ れ 10 個 に つい て の 測 室 値 を 平均 し た 。 測定 は 20°C HB CH, BW 
液 と し て 4 塩化 炭素 (純正 化学 特級 , S.G. 1.596 at 20°C) を 用 いた 。 こ れ ら の 測定 値 
は 格子 常 数 か ら 算 出し た 値 と ほぼ 一 致し て いる 。 
BAAR SOL RL CAMA, A CER, AB, 栃 洞 -60m, Bx 
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第 3 図 BM Ag と 格子 常 数 の 関係 


5.938 


5.932 


§.930 
0 0.5 /.0 fae 2.0 2.5 3.0 


Ag ( ko/t ) 
(=) 図 中 の 数 字 は 試料 番号 
ASLAM y — FOE 


BLUAGEOD 7 AHS 5 AHN SAR ME ZOU, その 結晶 学 的 方 向 に 注意 
し , 5x3x15mm の うす い 長 方 形 に 成型 研磨 し た 。 電 流 供給 用 極 板 お よび Probe D# 
触 す る 部 分 に は それ ぞ れ 金 の 蒸着 を 行 つ た 。 

測定 装置 は さき に 大 塚 が 黄 鉄 鉄 の 電気 的 講 特 性 の 測定 に 用 いた も の で 2), 供給 電流 は 
10mA と し , ホー ル 係 数 の 測定 は 2x104 oersted の 磁場 で , WATT 300°K で 
No 

7 種 の 試料 に つい て 電気 比 抵抗 ホー ル 数 , 半導体 の 型 を 測定 し , これ ら の 値 か ら さ ら 
に 電流 担体 濃度 お よび ホー ル 名 動 度 を 算出 し て 第 5 表 に 示し た 。 FEAOME LCA 
お ょ よび 閣 荷 産 試 料 が p 型 で 他 は n 型 に 属す る 。 電 気 比 抵 抗 は $x 10-3~7x 10-lohm. cm, 
ホー ルル 係数 は 7x 10 ユ 1x102 cm3-coulomb-1, 電流 担体 濃度 は 5x 10%~9 x 1018 
cm-3, ホー ル 上 易 動 度 は 3x101~2x102 cm?2.vyolt-1, sec-1 の 範囲 で 変化 が 見 られ る 。 
し か し , これ ら の 値 は 全く 乱雑 な も の で な く 試 料 の 化学 成分 に 支配 され , Ag の 増加 に 従 
つて 比 抵 抗 お よび ホー ル 係 数 は 減少 , 電流 担体 濃度 は 増加 の 傾向 を 示す が , kV BEE 
に は 大 き な 差 が 認め らち られ な い 。 

D.T.A. 曲線 試料 は 200~325mesh HEL, これ と アル ミナ を 重量 で 1 : 10 
の 割合 に よく まぜ あわ せ , 200mg ERS (6mm ぁ x12mm) ewe Lo AR 
差 熱 分 析 の 装置 は 通常 の 形式 13) の も の で , 炉 の 温度 上 上 昇 率 は 10°C/min と し た 。 

DTA 曲線 は 770°C BEU 840°C 附近 に 発熱 ピー ク を 有 有 し , DAVOS L 
び 許 天 称 試 験 の 結果 , これ ら の ビー ク は 低温 側 よ り そ れ ぞ れ 酸化 物 の 生成 , 硫酸 塩 の 生成 
に も る と ずく こと が 判 つ た 。 これ ら の ビー ク 温 度 は 第 5 表 の 通り 試料 に よ つ て 変化 が 見 られ 
Ag お よび Bi の 固 深 に よる 格子 歪 の 大 きい 試料 ほど 発熱 ピー ク が 低温 側 に あら われ る 。 


€ 


| 7. # z 
| 集 試 料 の Ag は 90g/t か ら 5,344g/t まで 区 々 で ある が , MAGMA X 線 回 折 結 
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第 5 表 06 F BME F 成分 


i 


5 3 fe 重 
€ sf ny 格子 常 数 14) a, = 2 je Sep | 
0. 2 Fal 
a. (A i (9, ay k Yat Jal 
o(A) | Ag(g/t) | Bi(%) | Pi phy | & BU fl 
4 |B + °| 3936, 90 tr 7.595 — 
8 | 朝 日 5.936。 196 tr 7.59。 — 
9 | # a 5.936, 318 0.05 7.583 7.59 
3 | 茂 |) 15996, 436 tr 7.50, — 
2 | i ya -60m 5.936, 630 0.07 7.58, 7.59 
oe) age vie aR 5.935, 429 tr 7.59, = 
te Se 良 5.935。 476 0.02 7.595 7.59 
el fae 2 4p 5.935, 1,075 tr 7.59, = 
13 | 飯 & 5.935, 218 0.10 7.58, — 
1 | % 洞 -200m 5.935, 714 0.03 7.59 7.60 
4 | 中 5.935, 713 0.09 7.564 — 
9 | 園 & 5.935, 2,048 0.01 7.58, 7.59 
7 | e 5.934, 937 0.03 7.594 7.58 
Di ag ZL 5.934, 1,700 0.03 7.585 = 
30 | BE Ag A* 5.934, 2,505 0.47 7.54, = 
31 | 間 Be 5.934, 1,792 0.42 7.554 = 
28 | 本 Ape 5.9345 4,360 0.79 7.53, = 
27 | 洞 * 5.933, 5,344 0.81 7.51, ss 
29 | 中 at 5.933, 3,033 0.45 786, = 
18 | 足 gz 5.932, 1,300 0.25 oa 54 
6.) 司 x 5.931, 1,565 0.25 7.58, 7.58 
tek Sd ae 5.931; 105 0.52 7.565 735 


果 か ら 明 ら か な よう に , AZ OLEMIFABRCRALSRBAVGANICILEE Mt OE 
する よう に な る 。 銀 鉱物 は 1,000g/t 附近 か ら 観 察 さ れ 2,500g/t を 超す と 急 に 出現 頻 
度 が 増加 する 。 従 つて この 範囲 に AZ の 方 鉛 鉄 に 対す る 固 深 限 が 存在 する も の と 療 え ら 
れ , これ は 2,500g/t 以上 の Ag を 含有 する 場合 で も 格子 常 数 は ほとん ど 変 化し な い 事 
実 と 対応 する も ゃ ので, 鏡 下 の 銀 鉱 物 の 測定 結果 を あわ せ 考 える と , Ag の 固 深 限 は 2,000 
g/t 程度 で ある 。 

Ag が Ag。S の 形 で 方 鉛 鉄 中 に 固 深 する も の と し て , AMROMFERE Vegard の 
法則 に 従 つ て 算出 し , 第 3 図 に プロ ッ ト す れ ば は ほとんど さ 実 測線 と 一 致す る 。 し か し , Ag 
あぁ あるいは AgBiS。 の 形 で 固 深 する と すれ ば , その 計算 値 は 実測 線 よ り も 著しく 小さ く 
出る 。 し た が つて , 供 試料 に つい て は Ag の 大 部 分 は Ag2S OH CHATZIDL#Z 
られ , 第 3 図 の 直線 より 大 きく 外れ る 試料 で は Bi。S。 あ る い は AgBiS。 OMBORE 
BH CTHoSIDCHAI06 

FICO Ag OUTARREIH ¢ DP bOI AN SOMME 1,000~1,700g/t16 
18) と され て いた が , 最近 H. J. Van Hook®) は Pb-Ag-Bi-S 系 の 状態 図 を 作成 
L, AGS の 形 で は 700°C に お いて 0.4m0l% (3,600g/tAg), AgBiS。 の 形 で は 
170°C で 10mol% が 方 鉛 鉄 中 に 固 深 し 得る こと を 報告 し て いる 。 

通常 , 方 鉛 鉄 中 に は Ag と と る に 多少 の Bi を 含む も の で , 格子 常 数 の 測定 結果 か らら 
明か に Bi の 固 深 に よる 格子 歪 を 生じ て いる 試料 が 認め られ , PbS-Bi。S。 ROAM 
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IO th の 物 性 ff — BX 
DIA 3 


半 hk 的 性 BY) 熱 ピ セー ク 15) 

gy | 電気 比 抵抗 | So | ems | LAME A ピー ヶ | Be-7 

(ohm-cm) (ems) {(cmivolt COLES: 

coulomb) -1 sec”) 
Pp 3.11071 5.8 x 101 1.1101? 1.9 x 102 775 835 
p 6.6 x 1071 1.1 x10? 5.6 x 1016 1.7 x 102 770 835 
n 2.3 x 10-1 4.8 x 101 1.3 x 1017 2.0 x10% 775 830 
n 6.5 x 10-1 2.0 x 101 3.1101? 3.1 x101 Lif) 840 
n 6.2 x 10-2 7.8 x 100 8.1 x 10%? 1.3 x 102 785 840 
— — — — — 770 840 
— — — — — 770 840 
n 4.21078 7.21071 8.7 x 1018 E02 ES 840 
— — — — — 775 835 
n 6.3 x 10-3 9.8 x 10-1 6.4 x 1018 1.6 x102 TAS 775 
— = = — 660 OD 
(* 鉛 精 鉱 ) 


験 の 結果 8) で は Bi,S, 1 mol% OHMIC LO CHWMOMF BH 0.004A WT 
いる 。 し か し , 方 鉛 鉄 中 に AgoS あぁ あるいは Bi,S, OF CHAT SAO Ag Bi S。 
DIE CHAT ZBE Dd b 491920) 洋 つ っ て 方 鉛 然 の 格子 歪 の 内 容 を 精確 に 決定 する こと は 
困難 な 場合 が 多い 。 ま た , 方 鉛 鉄 中 に PbSe あぁ あるいは PbTe が 固 深 し て も 格子 歪 を 生 
ずる も の で ある が 2122) 供 試 料 は と くに Se, Te EAL TWA 

この よう に Ag ぁ あるいは Bi の 方 鈴 鉄 え の 固 落 は 格子 常 替 に 変化 を 与え る ば か りな く , 
電気 的 性 質 に る 影響 が あら われ , HLL CHEE E OMAN FEO CREAR STE A ak 
少し , 次 第 に 半 尊 体 的 性 質 を 示す よう に な る 。 方 錯 鉱 の 半導体 的 性 質 は イオ ン 結 合 の 局部 
人 和 的 な 消 減 に よっ つて 生ずる も の で 23), 供 試料 に つい て は 主として 不純 物 の 固 深 に 基 因 し て い 
0 ES 

さら に , DTA 曲線 に お ける 発熱 ピーク の 温度 が 方 鉛 鉄 の 格子 歪 に 従 つ て 低温 側 に 移行 
する が , これ と 同様 の こと が PbS-PbSe 系 固溶体 に つい て る も 見 出さ れ て いる ")。 


8. 総 括 


本 邦 産 方 鉛 鉄 16 種 , 鉛 精 鉱 Mb LU ALIS | at 22 種 の 化学 成分 と くに 微量 成 
| 分 の 農 存 状態 を 明か に し , さら に 物 隆 値 の 測定 を 行 つ た 結果 , これ ら の 間 に は 関連 性 が あ 
る こと が 判明 し た 。 実験 結果 の 要点 は 次 の 通り で ある 。 
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(1) 供 試料 は 90~5,300g/tAg, tr~0.8% Bi を 含み , 分 光 分 析 の 結果 Te, Sn, 
Sr, As, Mn, Ga, Ge, Ni, Mo, V, B な ど が 検出 され る 。 

(2) 頭 徴 鏡 観 察 の 結果 , 通常 の 硫化 鉱物 以外 に 自然 銀 , ポリ バス 鉱 , 濃 紅 銀 鉄 , マチ ル 
YER, WERK, PERIGKI ? な ど が 認め られ , 1,000g/tAg PAE CARS HSMM Ms 
極 く 少く , 2,500g/tAg FHT LAI HAR AMM 5 Bi に つい て は Ag の よう な 
定量 的 な 傾向 は 認め 難い が , Bi 量 が 増す に 従 つ て 蒼 給 鉱物 を 見 出し や すく な る 。 

(3) 精密 格子 常 数 は 5,936,A~5.931,A DOMME LY, AAIMODLO MMB GARO 
ay は 5.936,A CHAZ. Ag の 固 深 限 に 至る 聞 で は 固 深 する Ag の 増加 に 従 つ て ap は 
直線 的 に 減少 する 。 ま た Bi を 含む 試料 で も 格子 の 収縮 が 認め られ る 。 

(4) 化学 分 析 , 顕 微 鏡 観 察 お よび 精密 格子 常 数 の 測定 結果 か ら 方 鉛 鉄 え の Ag OHM 
限 を 算定 すれ ば 約 2,000g/t で ある 。 

(5) FRR 5AM PROUBE RDS L 7.59。 で 実測 値 と ほ ば 一 致す る 。 

(6) Ag あぁ あるいは Bi の 方 鈴 鉄 え の 固 深 は 電気 的 性 損 に る 影響 を 与え , HLL CH 
体 濃 度 の 増加 に 伴 つ て 電気 比 抵抗 値 が 減少 し , 次 第 に 半導体 的 性 質 を 示す よう に な る 。 

(7) 方 鉛 鉄 の 格子 歪 は DTA 曲線 の 発熱 ピー ク に る も 反映 し て , a の 変化 に 伴っ つて ビ 
ー ク 温度 は 低温 側 に ずれ る 。 

本 研究 に お いて , 三井 金属 鉱業 株 式 会 社 中 央 研究 所 長徳 永 悼 氏 , 同 所 次 長 三野 英彦 氏 に 
HEA X SPRLE LIMES Mio 0, 高林 副 社 長 は 発表 を 許可 され た 。 ま た 東北 大 学 理 学部 
WAREZ, 選鉱 鑑 錬 研究 所 南部 松 夫 助教 授 に も 終始 用 切 な 御 指導 を 賜わり , PORE 
試料 を 御 恵 与 下 され た 。 さら に , 半導体 の 測定 に は 早 稀 田 大 学 大 塚 良 平民 に 御 援 助 を 賜 わ 
つた 。 こ れ ら の 各位 に 厚く お 礼 を 申 上 げた い 。 
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2) & 誠 , HaB(L PRE, 92~94, 1955. 
3) 内藤 多 喜男 , 有機 試薬 に よる 分 析 潜 , 149~179, 1949. 
4) Leutwein, F.L., Herman, A.G., Geologie, 3,1039~1056, 1954. 
5) AHS, ANG, 26, 247~264, 1958. 
6) Ramdohr, P., Die Erzmineralien und ihre Verwachsungen, 875, 1955. 
7) Ramdohr, P., Sitz. Preuss, Akad. Wiss., Phys.-mach. Kl. 6, 3~23, 
1938. 
8) Van Hook, H.J., Econ. Geol., 55, 759~788, 1960. 
9) Klug, H. P., Alexander, L.E., X-Ray diffraction procedures, 462~ 
464”), 88>), 1954, 
) A.S.T.M., Index to the X-Ray powder data file, 5-0592, 1957. 
) Palache, C. et al, The system of mineralogy, 1, 204, 1952. 
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PSR KU RUBE POY Y BE MealcOVT 


On the phenocrystic pigeonite in a somma 
lava of Usu volcano, Hokkaido 


大 場 45658 (Yoshio Oba)* 


Abstract: Phenocrysts of pigeonite were found in a pigeonite 
hypersthene andesite of a somma lava of Usu volcano in the roof 
mountain part of Showa-Shinzan. 

The phenocrystic minerals of this lava are bytownite, hypersthene, 
pigeonite and a little augite surrounded by pigeonite, while groundmass 
consists of andesine~labradorite, pigeonite, magnetite, brown glass and 
apatite. 

The occurrence of phenocrystic pigeonite can be divided into the fol- 
lowing three types: (1) single crystal,(2) intergrowth with augite (thick 
rims around augite), (3) inversion from hypersthene. The chemical com- 
position of those pigeonite, inferred from the optical properties, are plotted 
in Fig. 6. 

The mode of occurrence and Fig. 6 show that pigeonite phenocrysts are 
crystallized only in the latest intratelluric stage. 


1. FEAR Se 


本 邦 に お いて , BEBE S T VRB e SST SKE, FT CUPLALLY, GRR EZ, 
第 1 図 vot EERE 福島 県 南会津 ** で き 発 見 れ て いる が , その 産 
LOPES HSL CHS LAN TWH 

* <0 最近 , 東北 地方 の 第 三 紀 火山 岩 )6) ゃ 東北 

八 梁 新 期 火山 岩 ")8) hye vse 品 ピ で ジオン 
PRG O BH AIRE XN TOBo 

筆者 は , BERKUOKRE, 昭和 新山 の 隆 
起 に よ つ て 生じ た を 屋 眼 山南 部 (第 1 図 ) に 
Bis SREB OMe, ビジ オン 
Habtiee LHL AOG ここ に その 概要 
を 報告 する 。 

報告 に 当り , 御 指導 を いた だ いた 北海 道 
大 学 理 学部 地 質 学 鉱物 学 教室 , 石川 俊夫 教 
授 , 勝 井 義雄 助教 授 , 大 学院 学生 近 堂 祐 弘 学 
EVE BARES. この 研究 に つい て 
は , 文部 省 科学 研究 費 の 一 部 を 使用 し た 。 
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BER, RIES SERRE RIE CHS. し か し 詳し く 
見 れ ば , 構成 讐 物 の 組合 せ , 量 比 に 多少 の 変化 が み ら れ る 。 MUU TV RAESUH 
li, その 一 つ で あぁ る 。 以下 昭和 新山 屋根 山南 部 産 の 岩 右 に つい て 記載 する 。 LOG 
SBS 2~3mm Of KOM SME RL, 有珠 外輪 山 妖 岩 の 最上 部 に 相当 する も の と 
思わ れる 。 

肉眼 的 特徴 BAKE EERE, 新鮮 で ある 。 XDD THEAMEOSY IL 
が 特徴 で あり , 黒色 の 煙 石 斑 品 は 散 点 的 に みち られ る に すぎ な い 。 
顕微 鏡 的 特徴 (HS) PRO: 容量 36.3% 最大 径 5mm, 大 形 の も の は , 数 価 の 
自 形 結晶 の 集合 体 と し て 存在 する 。 鹿 垢 状 含有 物 は 散 点 的 で 少な い 。 BREIL A 
ど な く , わずか 周辺 部 に の み An 成分 の より 低い 帯 が 薄く み ら れ る 。 中 核 部 の 組成 は 
=1.573~1.575 より An85 へ ~899%, Reinhard 図表 に よる 方 法 で 平均 8496 を 得 た 。 
周辺 部 の 組成 は An60~659%。 

Re: 容量 0.8%, 長 さ lmm 前 後 の 柱状 ・ 板 状 結 品 で て , と き に 2mm に お ょ よ 
SEK tea So 例外 な く 周 辺 は ピ ジ オ ォ オン 交 石 粒 に よ つ て か こま れ て いる 。 と き に ピ 
ジオ ン 交 石 の 中 心 部 に 残 品 と し て 存在 する こと も ある 。 光 軸 角 (—) 2V=59°~65° (平均 
62°) 屈折 率 «一 1.694, B=1.703, y=1.706, 組成 Ene。Fss,, 多 色 性 強く , K’= YE 
福 色 , Z'= YR 

ご く 稀 に 税 村石 の 残 晶 を 中 心 部 に 有する こと が ある 。 

EVAVBA : 容量 0.6%, 産 状 は 3 つ に 分 類 さ れる , し か し それ ら の 組成 の 違い は 
つの で ある 2 

1) 単独 結晶 : 直径 1~2mm,, 丸 味 を 帯び , 数 個 集合 し て いる 場合 も ある 。 AG 
性 弱く , 周辺 部 は 石 基 部 と の 境界 が 明 上 で な い 。 光 軸 角 2V—0°, cA Z=—40°, (100) xx 
品 が み ら れ る 場合 が ある 。 屈折 率 測 定 の 2 例 を 示す 。 

&=B=1.697, y=1.724, Wo,,En,,Fs,, (#2 - 3P§A),e+-8=1.699, y=1.725, 


Wy, Ens 9 F S59, 
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A tya> via Mid (一 部 に 普通 輝石 を 含有 する )。 白 色 部 は ビジ オ 
YER, 斜線 部 は 普通 輝石 , 数 字 は 光 軸 角 を 示す 。 結 品 は 第 2 PR 
の も の 。 

B aOR We L CALNSEY AVA. CY ty 
iG & SER GORI CH SM, CV AV ERA LRA OR 
PULSAR CHS. (ABMLUL AYA, FIRST, A 
Ra, BP ES) 

C SRE kB LeU tv FR LOR AIS, RADIA 
LOTEVY AVEC, RRR SET So HOEY tv Ald, 
FREAD Bike Sto WON DEY A VERB ILCS Ae BLP 
結 品 の 集合 体 よ りな る (ABMaervavike, ARAWRREA, 
数 字 は 光 軸 角 を 示す ) o 


2) SRG Cea T SOO > BE 1.5mm 以下 , 丸 味 を 帯び る 。 Miao 
周辺 に , 明瞭 な 境目 を 持ち ど ジ オン AOR REEO TOS. 中 心 部 の 普通 輝石 が 消 
失 す れ ば 1) の 単独 結晶 の 場合 と 同じ 産 状 を 示す 。 

し ば し は ば 普通 煙 石 の 集合 体 を か こみ , SeRRHG FRO CTHIS (第 4 図 B)。 こ の 場合 
PE Se & Zhe TAT ZO UY A VERA DICS El 1) の 単独 結 品 と 同一 で あ 
So RBEVA VBA LHAT SUA Sti fez (+) 2V=—47°~52°, 屈折 率 B= 
1.699~1.703, 平均 組成 Woss En,, Fs。,, SkeethaOitihfs (—) 2V=62°~68°, #8 
AILS REE DM phe Th & — CH Fo 

3) SRR LOR L EEO: SRR t~ Ce yt vy HERO RUA VOTH 
る こと は すでに の べた が 前 ほとんど ビジ オン 煙 石 に よ つ て 置き 換 ろ た り 5 完全 に で ジオ 
VRAD AV TROTWSZYRARHSo CDL IRV AV HERI, RAO RARE RL 
TEVA VIE OREGAE DRO, LUE LIER PEERS GME HOTWOBo 

SARE LIBR LR UY av Ae, 一 般 に 小型 で 直径 0.5 ~0.8mm, AREY 
た 結 量 で あぁ る 。 LAMORR PEMIMOAC LY Ay Merc kLocClLoprent 
いる が , FRR BHO OEE UY Av RAND 転移 が 著 る し いこ と を 氷 し て いる 
(第 3 図 C)。 光 軸 角 (—)2V=61°~ 66° “CARH BEE LAMA. (BEER) CY AY 

WG: Ai 1.79, KS IMM に 達する 柱状 ~ 針 状 結 品 で , DP PREROALH 
る こと も ある 。 (100) の 反復 双 品 を 示す 。 光 軸 角 (+)2V=0°~10° 屈折 率 «=1.699, 
B=1.701 (max) Y=1.726, 組成 平均 Woja En』g.s Fsss.7 

BE 玄武 岩 に 近い 間 粒 構造 を 示す 。「 長 さ 0.2mm KE OMMRAEA (An 44~ 
58%, 容量 29.196) お よび , 直径 0.1~0.3mm RAR~ MERE YF VR (SERS 
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第 4 図 CVA MAP OMR 


Di Hd 


En Mol % Fs 


大 黒丸 SEARS, 昭和 新山 屋根 山 , 小 白 丸 fk 船形 火山 黒 鼻 山 山頂 3), fw 同 山 西 
@°",f x7), mo 仙 合 市 茂庭 , w Weiselberg Germany2, k 荷 工 后 田沢 沢 ), s 
BRT ER”, h 箱根 峠 り mn Mull Island, Scottland!) ai 南会津 , KEL?) as 
栃木 県 足尾 

ABA Beal ey tv AHA eCRUA OPE Yat VERA, 

AIBA 同じ く BHC VaR, 

黒 三角 同じ く 斑 品 ピ ジ オ ン 交 石 と 共生 する 普通 輝石 , 

黒 十字 BEVMAUS BR AARRGEIUA (柳原 産 ) 中 の 普通 輝石 

Au BHR aD) VLG 


OU ESTO. Sie). PRL: HAA (+) 2V=0°15% 

Eo & =1.699, a = B~1.702,7y = 

i Deas 1.728, 組成 平均 Woy, Eng Fogg 容 

SiO, 53.46 | 9.00 量 23.19%) MEG, これ に BBR OLE: 

ad, 18.99 | AD 20.08 容量 2.5%), 福 色 グラ ス お よび 洪 品 

Ae es as ah et Bb (容量 5.996), VAI (Bea) & 
MnO i a {En 1.70 り 成 る 。 

CeO 2.79 | En 7'90 LEON? UY > VERA, SEA, 

2 ia pall (Fs 7.18 RARE OMIM EH 4 MCR. BS 

HOw e338 | Mt 4.18 の た め , 有珠 火山 の 他 の 外輪 山 妖 岩 に 

PO, ae es ee ee ae He dace 

a Bik) BM Uae Yt VBA, 

Total 100.68 es 八木 に よる 昭和 新山 屋根 山東 部 の 外 


Wo 15.0 RISA OLBAM IE (第 1 表 ) より 
ea! {Pn 49.7 Le) VW AGAR & IY 4 Or 
YEG. OM EEA ee 


3. 考 R 
| 第 6 図 に 示し た よう に , SRR PORE Y ty ase, 箱根 火山 , 栃木 
REZ, 福島 県 南会津 , Wejiselberg?) Mull) gory + vMRavE Mc eX Fs 


at 
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成分 に 逐 し く , また 東北 春 梁 那 僚 火山 帯 早期 玄武 岩 (船形 火山 黒 鼻 山 , 泉ヶ岳 な どの 去 武 
岩 ) 中 の ピ ジ ォ ン 畑 石 北 上 晶 に 比べ て Fs 成分 に 富む 。 そし て 東北 地方 第 三 紀 火 山 岩 (人 
全市 茂庭 ・ 福 島 県 千貫森 ) 中 の ピ ジ ォ オン 交 石 と , ほ ゞ 同じ 組成 を も つて いる 。 

AEEKIUOBA, UHRUIBBSAPMRT ZL, ETRE LR AOPa aL 
O27 CHB BBe RSL, より Fe/Mg 2B RRR AICAILT 4. この 間 , Bi 
WER OMAUILIEL A EBILL AW. 一 方 , ARAM I~3cm OBA L CH 
橋 石 と 同時 に 卓 出 し , Ro CHEOKE AONRAMED TBA LARCH eITOT 
いる 。 ; 

有珠 外輪 山 妖 岩 の 大 部 分 は , 以後 , 石 基 形 成 期 に た 入 つ て いる が , この 報 文 で あぁ つか つた 
VEE OR, © > 後期 まで 夷 品 形成 期 が 続い て いる 。 この 間 に 問 題 の で ジオ ォ オン 交 石 斑 唱 が , 
普通 輝石 と 反応 関係 で また 紫 交 史 石 と は 転移 関係 で 品 出 し て いる 。 従 つて この 時 期 は ピ 
VA VIRB OADER LL CHHL COSINE}, COEVAYMADRMHNTS 
PEMIGRMNL, ZOBRD DWML CHK, EY A VRBO LL CORA AMEE 
た ず , 石 基 形成 期 に な つた も の と み ら れ る 。 つ づく , 石 基 形成 期 に お いて る も, BHT SE 
FULD 4 VLA CHSO 

TER Cvavabapedhis, AB) に よれ ば , CV tvRGRsSROMMERKTS. 
Ve #3, Xc H, IVb 型 の 講 岩 右 型 に の み 見 出さ れ , ERINSDOSADORERALTA 
CUDA VERGE TNLRE VY AVA CHS LRA AN TOK 

一 方 , 青木 8) は , RALSRAAKUE SKU MHNELO RRERSH 
に も ビジ オン 畑 石 斑 品 の 産 す る こと を 示し た 。 こ の 場合 , BRAC Vaya t, 鉄 
ECPM AORHRALNS. Eh, EH), 八島 6) も ビジ オン 畑 石 夷 品 を 有する 岩 
AO BENE AIC CY 2 VEG CO aH EBD COBO 

EVs vibe te SCBA SL, 既 述 の 記載 お よび 八木 に よる 化学 組成 か ら 
判断 し て , ソレ アイ ィ イト 質 の 苦 鉄 質 安 山 岩 で ある 。 Eh, 伝 物 組成 か ら み る と , 仙 合 市 茂庭 , 
福島 県 千貫森 の ピ ジ オ ン 交 石 斑 唱 を 含む 岩石 も 同じ ソレ アイ ト 質 の 苦 鉄 質 宏 山岸 と 思わ 
れる 。 

上 に の べた よう に , 同じ ソレ アイ ト 質 の 茸 鉄 質 岩石 に お いて る も, その 石 基 交 石 の 現われ 
方 は 異 つ て いる 。 ビジ オン 畑 石 斑 品 を 含む ソレ アイ ト 質 の 去 武 岩 ~ 苦 鉄 質 容 山 岩 だ は け に つ 
いて みる と , これ ら 人 岩石 の 倖 長 石 斑 品 の 容量 が , 石 基 の 交 石 呈 出 に 関係 し て いる よう に 思 
DNS. 舘 長 石 斑 品 の 容量 を 示す と (容量 %) 

東北 人 奪 深 那 頃 火山 帯 早期 玄武 岩 : 7.8~21.996 

仙人 台 市 茂庭 産 宏 山 岩 : 26.6% 

福島 県 飯野 町 千貫森 産 去 武 岩 質 安 山 岩 : OR 

これ ら に 比べ て 共 珠 外輪 山 安山岩 の 場合 , 斜 長石 斑 唱 は 36.3% に お よぶ 。 こ の こと か 
ら , Rieabide (一 般 に An 成分 に BL) が 多量 で , ビジ オン Mawehtsoeau, 
その 結 品 作用 の 早期 に 剣 長石 唱 出 に 伴 つ て マグ マ 中 の Ca が より 多く 消費 され , GHEE 
成 期 に 至 つ て Ca 分 の 不足 を 来たし , Mls Ca 分 の 逐 し い MAHER, thpobeysr 
VES ARO LBDNS. COMMERCE CHS. 

EU 4 v AR ARERO Ri RETEAIL, APA BVT DIESER DIAN THAW ds, 


Roe RR Wey 


mons » CYA VG SUES OAD ASMRLUD F ¢ —EBICER OH, か 
OME EA ERID AHA CHS OL, さら に ビジ オン 畑 石 班 品 の 品 出 する 時 期 が 短い と 思 
われ る こと な どか ら 次 の よう に 考え る 。 

有珠 外輪 山 妖 岩 を も た らし た ソレ アイ ィ イト 質 マグ マ が ボ が, マグ マ 演 り で 比較 的 ゆ つ くり と 品 
出 分 化し , Bika, ARATEHL TC Fe の 濃 集 が 行わ れる マグ マ の 冷却 速度 曲線 は , BE 
倖 箇 石 一 斜 方 煙 石 転移 曲線 より ゆる い 和 勾 配 を る も つて いる か ら 1)) マグ マ の 温度 が 売 分 高 
Wk, 2ODHRIS2ERNL CHARA HS PILL UV a VA LOCH Ss. ER 
BEST 2 DBA, FERRIES En,。 Fs に 至 つ て この 転移 は 起 る 12)13)、 
BOSD UY FV GRRE SCRUE HO RAR AHOM MIX Eng Fs,)Fe 
CHOOT, その 一 部 は , UVYAYHAORBEAT DNS. ULAYRAMAESER 
山 岩 を 形成 し た マグ マ は , この 時 期 , すなわち Fe 分 の 濃 集 し た 品 出 分 化 の 末期 に 至 つ 
CT, 急 准 する こと な く , TRVEDENKEVT7T TBO ACL KHOR, 結 品 作用 が 進み , 

& disorder REV AY BAMBRinkt BONS. 一 方 『 この 時 期 た 所 すでに 品 
出 を 中 正 し た 普通 灯 石 は ビジ オ ン 煙 石 と 反応 関係 に は あぁ る が , CV TY HROMRER 
期 が 短い た め , PAE AAIEAL 23 SIC RETR ADC So 石 基 を 形成 し た 残 
YEO REG HA Ae ls SET MOA RAOSZEORMICEYD, Ca 分 が 逐 し く な り , MATS 
HERI EY Ft VEER OARS N 7 
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Sx YT NRRL REP DES Sis Oma (1) 
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Facies variation of gabbro on the nickeliferous 
pyrrhotite deposits (1) 


4 #8 tH (Chora Kim)* 


Abstract : The facies variation of the gabbro which is altered 
country rock of the nickeliferous pyrrhotite deposits, are reported in the 
present paper. The gabbro which is a member of the igneous rocks of the 
Hidaka metamorphic zone is distributed throughout the Hidaka Mountain 
range. The Satsunai-Dake area is situated in its northern part. The whole 
nickeliferous pyrrhotite deposits of the Hidaka mstamorphic zone usually 
occur in the gabbro bodies. They are the coarsened gabbros owing to a 
kind of petroblastase. The olivine gabbro series has been distinguished 
as follows, (1) medium grained ophitic olivine gabbro, (2) coarse grained 
granoblastic olivine gabbro. Also in the norite series, (1) fine grained norite, 
(2) medium grained norite, (3) coarse grained granoblastic norite. 

The original rock of the olivine gabbro series is estimated the medium 
grained ophitic olivine gabbro (An70-—75) and of the latter is the fine grained 
norite (An 33). These two series are used to be converged into coarse 
grained granoblastic olivine gabbro and norite with An60 plagioclase. In 
present investigation the plagioclase compositions are presented in the form 
of the An composition frequency diagrams. (Figures 4-10) 
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ALY BH CARS ABEME SERCO TE Bay 7 VRE RE PES ABS 一 
の 特徴 と な つて いる 。 この 種 の 鉄 床 に は , 既に 知ら れる と お り , ABARFORRBL 
» belt, 音 調 津 , 奥 士 別 等 が あげ られ る が , その 他 に る も 小 規模 な 鉱 化 域 太 多く し られ て 
Bo 本 題 に の べた 札内 岳 の 南面 に ある 札内 川上 流 の 鉱 化 域 も その 一 つ に 数 えら れる る も 


で ある 。 


WP ALO SES ODEN SPICED BISA, COVA YD OBER S ~ HA ASREDEBRBKD Sk Ure PR 
れ , 一 般 的 な 部 分 と 明らか な 相違 を し めす 点 に 注目 され る も の が ある 。 CHE 


に も と ずく 母 岩 変質 の 一 つの あぁ あらわ れ と みな すべ きも の と 考え られ る 。 


筆者 は 以下 に , 含 ニ ッ ケ ル 科 硫 鉄鉱 々 床 の 鉱 化 に 伴う 斑 炉 者 類 の この 種 の 岩 相 変化 を , 


ECL CHRAOMRE LUM EME L, 統計 的 に と り 扱 うこ と に よ ょ つて 道 跡 し た 。 


* 北海 道 大 学 理 学部 地質 学 鉱物 学 教 替 
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ここ に 得 ら れ た 結果 は , すでに 奥 士 別 , 音 調 津 , BG, SOMOS bRMIcOVWT BILE 
同様 に 確 め られ , 含 ニ ッ ケ ル 磁 硫 鉄 鉄 々 床 の 伝 化 に 伴う ー つ の 主要 な 特徴 と みる こと が で 
よう 

AHL, 旦 高 研究 グル ー プ の 研究 の 一 環 と し て 生 わ れ た と ころ で あっ ろ る て , グル ー プ 各 
員 の 討論 に お うと ころ が 多い 。 特 に, 刺 橋 三男 助教 授 に は 終始 指導 を うけ た 。 ま た , 酒匂 
ME, 秋 工 力 , 木崎 甲子 郎 の 各氏 と は 現地 調査 な あぁ び に 討論 , 教示 を うけ た 。 こ こ に 明記 
し て 厚く 調 意 を 表す る 。 な お , 本 研究 費用 の 一 部 に , 文部 省 科 学研 究 費 を 使用 し た 。 あ わ 
せ て 謀 意 を の べ る 。 


2. 人 鉱 化 域内 外 の 地質 概要 


鉄 化 域 周辺 の 斑 炉 岩 類 は , 橋本 誠二 に より 申 尻 一 } ト マッ マタ ベツ 斑 覆 岩 複合 岩 体 と ょ ぼれ , 
幅 15km に わた る 広範 囲 な 拡がり を も つ 有 岩 体 に 所 属し , その 南端 部 に 相当 する 。 こ こ で 
は , BERS ste 2km 内 外 の 南北 に 細長 く の び る 岩 体 と な り , 片 麻 岩 帯 と 黒雲 母 ミ グマ タ 
イィ イ 帯 と の ほ ぽ 境界 に 位置 し て いる (第 1 図 )。 この 部 分 の 斑 米 岩 類 は 種々 の 岩 相 の 混在 す 
る も ゃ ので, その 岩 体 の 周縁 部 は や ゝ 片 麻 状 と な つて , まわ り の 片 麻 岩 に 調和 的 な 方 向 性 を 
CNBR AUREL, ZONMICHR AEB 2-74 ABA RET SO 

CORES RIC, 273 0 BEER bOBROLTIRAD SNS ShH5ld, 一 般 に 
片 麻 岩 損 で あぁ る が , LeIKRRAN CHRSERLEY, まわ り の 斑 覆 岩 と 区 別 が 困難 な 場 
合 も み ら れ る 。 そ の 片 理 や セ プ タ 自 体 の の び の 方 向 は , MMAR ROOU L407 
YRICMO SAL AL, 後述 する 交代 的 因縁 岩 質 岩 相 の 分 布 傾向 な ら び その 流 理 構 造 と 並行 し 
で いる es 

ここ に 類別 され る 岩 相 に は 次 の も の が ある 。 
i. BURGE SA 

a, het 74 Fy 7 RS 

b, HeAaRR Masa 
ii, J—-374 } BR 

a, iki~ PRE? —7 7 

b. fia: (BARI) 7-77} 

iil. Rie Ba 

iv. }—-t71,8HR# 

URGEEMLE It, その 和 形成 期 が 他 に 先行 する と み ら れ る も の で , むし ろ 交 代 を まぬがれ 
た 不 規則 塊 と な つて 岩 体 内 部 に 散在 する 。 LIAO LRA EMOMS BO ZH 
石 は ノー ライ ト , 了 図 緑 岩 質 岩 , トー ナル 岩 質 岩 の 各 岩石 で 占め られ て いる 。 こ の 税 要 石 医 
Weis, 中 粒 の 典型 的 な オフ ィ チ ッ ク 構 造 を と る も の と (i. a), SEBEL TH 
長石 夷 状 変 唱 を 多数 に 伴う も の と が 区 別 さ れる (i. Pb)。 

ノー ライ ト 療 相 は , SURES © ICR CE MRM SNS. CD aiAlt, N30°W 
方 向 に 特に 著しく 連続 隆 を 示す 。 ま た , CHL OBAMA UL OD BEE ats BER 
丸い 輸 か く を る もつ た 小 塊 と な り 散 乱す る 場合 も 認め られ る 。 COMTOMMASEMS 
に は , 一 般 的 岩 相 に くら べ 著 し く 税 長石 琉 米 状 変 語 を 生じ , DOME HO TWS (ibd) 。 
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第 1 図 札内 川上 流 附 近 の 地質 図 
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第 2 図 ARR Yet こう し た 場所 で は 同様 に ノー ライ ト 
中 に 和 倖 長石 斑 状 変 晶 (i, b) を 生 ず 
る が , Onis Bic Basic Bony 
脈 状 , ABBR S tele, 一 般 的 
岩 相 中 (ii, a) に も 広く 発達 する 。 こ 
DALEY, ほぼ N30°W 方 向 の 岩 相 
の 延び と 並行 し て いる 。 

Amant, 主として 岩 体 の 周辺 部 
に 認め られ る が , 岩 体 内 部 に も ノー ラ 
イト 岩 相同 様 に N30°W 方 向 に 拡がり 


MO- os e ; 配置 され て いる 。 この 岩 相 中 に は , & 
MO: RRA 7 4 Fo 7 BUREAEM SS CO: x1) Bs REO SPLEEN OER 
MASA R abe, FN: te 7 — = <4 a 


iiolssoeeay STR 


ei SA 56 rear 92 OR 


郊 寄 木 状 ノーラ イト , 1: ERAS, 緑 岩 相 と 同 方 向 に 引 延 ば され た 形態 ま 
2: AKA, 3: Seah, た は , ABREROT, ED) OF 
4: BR 5: カリ 長石 , 6: BA, BM LWT SOMA. RE 


ee Oe ra PPE ae SE As ek Yee 
Fie 10> Facet, 11: BepnaKGhe Oi, $ (le UIC EE Ww を 形 


(1 着 相 に つき 3 個 ~ 5 個 平均 ) 
成 で いる うだ る の の 甘 じ いい 部 


Sib TF VERBAL EOC So 

以上 の 点 か ら , この 岩 体 に あつ て は , FZORMCHEAT 4S yo 7 BE GSEME (iL a) 
に よ つ て 占め られ , N30°E 方 向 に 和 郊 びる 岩 体 を 構成 し ," こ れ に 引続き N30°W 方 向 の 
構造 規制 を 受け て ノー ライ ト の 導入 を み , SHichho CHL AEAPERA MIBGRA BO 
な われ た 。 こ れ に 関連 し て , 科 要 石 班 炉 岩 に も 同様 に 和 斜 長石 斑 状 変 上 晶 が 形成 され て いる 。 
ノー ライ ト 同 様 に , BREED N30°W BRIDHSELE I CREAL, その 後半 に 著 
し い 優 白質 部 を 作り , トー ナル 岩 質 岩 想 を 構成 する に 至 つ た も の と 考え られ る *。 

含 ニ = ニッ ケル 磁 硫 鉄 鉄 々 床 は , ELL CRUE DI -—F7 4 IANA AMMOA 
外 に 認め られ , 関 緑 岩 相 中 に は み ら れ な い 。 そ の 鉱 化 域 は な フラー イト の 導入 構造 に 並行 し 
て , N30°W 方 向 に 延長 する 。 いずれ る も, これ ら は 琉 煽 岩 中 に 磁 硫 鉄鉱 の 散 点 する も の 
で , BAT203 SE, 磁 硫 鉄 鉄 の 濃 集 部 は 認め ちら れず , 僅か に 鉄 床 の 沢 で 低 品 位 鉱 を みる 
の み で ある 。 こ れ ら の 磁 硫 鉄 鉱 の 鉱 独 程度 如何 に よ つ て , 斑 炉 岩 の 種々 の 岩 相 変化 が 認め 
られ , それ ら が 録 化 作用 と 了 充分 な 関連 を も つも の と 考え られ る 。 以下 に その 岩 相 変化 を 中 
と し て 記述 し じたい % 


3. Gk 化 域 


札内 川上 流 の 録 化 域 は 第 1 図 に 示し た 。 こ の うち 鉱床 の 沢 (10 O}R, ALBEOR) wee 


IMs, ノ デ デ ラフ イト か ら ト ニー ナル 央 人質 佑 まで は 以 括 の 説明 し じ た な た 理由 で 三 括 し て 
Nia ait lL TRL Ko 
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する も の が 最も る 典型 的 で ある の で , 以下 に それ を 中 心 に 記述 し た い 。 第 3 図 に 示す よう 
に , 録 化 域 の 内 部 は 凛 断面 に より ブロ ッ ク 化 し , 7-74 b Fay 7 LAR ARST O 
» 7 PEICRKL, いわ ゆる “' 娘 パズル 構造 "” を な し て いる 。 こ の より 西 辺 部 に は , 殆ど 
By t KX ES LI - 71 DP AMOABRE LOCHEL, その 境界 部 の 西側 
EMO CHAM OREA 5, IUCR RORARAD 5 1S SMERO AMIE 
は , 図 に な られ る よう に , BORGES, 2-74 } ORME ((i. b, ii. b) が ブロ 
ッ ク 化 に より , その 関係 は 乱 さ れる が 全体 と し て N30°W 方 向 に 延び た 配置 を 示し て い 

る 。 こ の 部 分 の 粗 灯 想 に 伴わ れる 


第 3 図 札内 岳 附 近 , 含 ニ ッ ケ ル 磁 硫 鉄鉱 々 
ROZSMER HAE 


PHI T y OR BRS 
Se] WLS AU RG 
SE] it~ chit) ノー ライ ト 
Sse) Mim) 37h 


磁 硫 鉄鉱 は , PRO LIL PeMLAZ 
相 の 鉄 染 磁 硫 鉄 鉄 に くら べべ , OK 
i, 且つ より 多量 で ある 。 

磁 硫 鉄 鉄 の ょ り 多 量 な 鉱 染 部 は 
MOR AME CRENSZSEINU, 
N30°W 方 向 に 延び る 幅 50cm 
内 外 の 鐘 形 を と つて 配置 され る 。 


inal Bat 
oat | A [No Sti 
me TR] tes 40st seep 
a 
Ww 
き 


この 鋼 は , 概観 し て , “WRAY 
構造 "に か か わり な さく 一 定 方 向 に 
FEU CW Do 磁 硫 鉄鉱 濃 集 部 は 磁 
硫 鉄 鉄 を 主体 と する が , それ に 伴 
DACRE, BtR=y 7 VE, 
EDTNVEBRBAY SND. BEM 
ACRES SPAT 74 Fy 7 Bt 
Riots, MA~ REL, ノー ラ 
イト に は , ABR VC RARE BRGK OD SKBE 
を 欠い て いる 。 


4. 各種 斑 炉 冊 相 の 指標 と し て の 倉 長石 組成 


従来 火成岩 の 斜 長石 組成 は 一 岩石 種 に 関し て 均質 な も の と し , 一 定 成 分 を も つも の と 本 
MSH, その た め に 一 薄 片 より 数 箇 の 斜 長 石 測定 値 を も つて その 火成岩 の 倖 長石 組成 を 代 
BES SAM BIRD D720 筆者 の 奥 士 別 変成 域 の 研究 に あ た つ て , 一 岩石 種 に つい て る も 極 
め て 不 均 質 で あり , 大 幅 の 組成 変化 が 変 め られ た 。 こ の こと か ら 合 長石 組成 の 測定 に あぁ た 
り , 一 岩 相 , 一 標本 より 100~150 箇 の 測定 を お こなつ た 。 その 結果 , HARM MICE 
範囲 な 変化 が あり , その 組成 の 統計 的 中 心 値 の 分 布 に 岩 相 ご と の 特有 な も る の が ある こと が 
明か と な つた 。 こ の 方 法 を 当地 域 の 鉱 化 域 の 内 外 に 配置 され る 各種 岩 相 に 適用 し , MORE 
果 を 得 た 。 以 下 そ の 状態 に つい て 述べ た い 。 

讐 化 域内 部 の 磁 硫 鉄 鉄 々 染 を ま ぬか れ た 岩 相 , ある い は 域外 の 班 煽 岩 類 の 粗 料 化 を ま 
が れ た 岩 相 は , 細 粒 な いし 中 粒 で , SLONRAPREROBRAD SIZ 4, 部 分 に よ 
る 不 均質 さ は 認め られ ず , ほ ぽ 一 様 の 外観 を 示し て いる 。 こ れ は , EHENONKGMR 
頻度 曲線 に お いて る も , 一 極 値 を 中 心 と し て 正規 分 布 曲 線 ) あぁ る い は それ に 近い 曲線 傾向 を 
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示し て いる (B4-ER, H4ANea). Me~hey-74+, BLUPHAT AF yo 
7 BUR Bdtha BOOMS So ROR SARE, この 種 の 岩 相 を 原 岩 と し 。, 
それ を 基地 と し て MRAPERAM ERM SICBOR’DCHS. LIUKARARER 
変 唱 の 組成 頻度 分 布 曲 線 の 組成 中 心 値 は , 明らか に 原 岩 基地 の 和 斜 長 石 組 成 と 異な る が , H 
度 曲 線 の 傾向 は 再 た び 正 規 分 布 を あら わす (第 4-D 図 , 第 4-G 図 )。 

A) MBOMBRCRHLS ZRH 

I-74 ROBE LEAS ROBE Lik, 組成 お よび 頻度 曲線 の 形態 に お いて 
る 著しい 相違 が 認め られ る 。 次 に それ ぞ れ に つい て 述べ る 。 

i) PRAT 4S > 7B : 一 ・ 二 の 岩 相 の 和 斜 長 石 組 成 頻度 曲線 は 第 4-A 
図 b で 示さ れる 。An 70 附近 を 極 値 と し , その 両側 の An93 か ら An 50 OFM ICAL GAL 
成 億 が 分 布 す る 。 上 で 述べ た よう に , 均質 で 多少 の 導 状 変 卓 の 形成 が あぁ つて る も, CORE 
に 変化 は な られ ず , その 基地 の 長 柱状 斜 長石 組成 は 密度 分 布 が 明確 な 正規 分 布 曲 線 を 示し 
いる 

li) pPkit7 4 Fy 7 EBS IC NEONR AM RARtASAA : HRTZ 
4 Fy 7 SUE PES CARGSERA ED CXDO SHS, 4 LORERNRAG, 割 目 
RPIENBASBLAY, MAIDA SHALES SAIDRASLNSo MRAPERKE RO BLE 
は 最大 20% 程度 で あり , 磁 硫 鉄 鉄 が これ に 認め られ る 例 は 殆 さ み ら れ な い 。 

この 岩 相 と 上 記 岩 相 の 主要 な 相違 は , 3 極 値 を も つ 曲 線 傾向 を 示す こと で ある 。 こ の 意 
味 を 明 ら に する た め , 野外 で の 産 状 と 鏡 下 の 形態 に より 長 柱状 斜 長石 お よび 有余 長 石 班 状 変 
卓 と に 区 別 し , それ ぞ れ の 組成 頻度 曲線 を 作 針 し た (G4-AN2). BLHRAMRAE 
DAE EIMEEDHIT AL, それ ぞ れ は 相 五 に 異な つた 極 値 を 示し て いる (第 4-A 図 2 
De dbo HOT, これ ら を 総括 し て あぁ あらわ し た 第 4-A 図 1 の 各 極 値 は , 最大 極 値 が 
夷 状 変 唱 の 外 核 に よ つ て あら われ , 第 2 極 値 は 長 柱状 斜 長石 と 斑 状 変 上 唱 の 内 核 の 最大 極 債 
と の 重なり で 示さ れ , Bic Aid, An 85 附近 の 第 2 極 値 と An 93 附近 の 凸 部 を あぁ ら わ 
LtW4Ao 

iii) BREONRAMRAME Db, DOR RG RAEI aH : ARADERA 
HOES 4096 程度 に 達し た 頻度 曲線 を 第 4A-B 図 に 示し た 。 この 頻度 曲線 図 は 極め て 著 
し い 極 値 の 分 化 が 認め られ る 。 理 に 各 倖 長石 の 組成 頻度 曲線 図 は 第 4-B 図 2 に 示す 。 こ 
こと で は , 和食 長石 斑 状 変 唱 の 量 に 対応 し て 新た な 極 値 の 高まり が 明らか に あら われ て あおり, 
基本 的 に は 上 記し た 下 状 変 品 形成 の 1) の 変化 と , 全く 同質 の も の と いえ る 。 

長 柱 状 侍 長石 は あら た な 凸 部 を An 90 附近 (第 4-B 図る 2 る の b) に あら わし , これ は 斑 状 
変 唱 の 内 核 で 構成 され る 凸 部 (第 4-B 図 2 の c, d) と 殆ど 一 致し て いる 。 この 長 柱状 
SEBO Hels, ii) で 述べ た 新生 和 斜 長 石 組 成 で 構成 され る も の で あぁ ある 。 な お こう し た 岩 
相 に 含ま れる 磁 硫 鉄 鉄 の 量 は , BK 10% 程度 で あり , これ が 伝 化 域 の 主体 と な る も の で 
ある 。 

iv) 磁 硫 鉄 鉄 の ょ より 多量 な 岩 想 : これ は 先 に 負 形 を な す 多量 の 磁 硫 鉄鉱 鉄 染 部 と 
記述 し た 岩 相 で ある 。 岩 質 に 関し て は , iii) と 殆ど 相違 する も の で は な くさく , BARRA 
より 多量 で , MRAKMOMRE BY TC, 不 規則 に 拡がる も の で ある 。 こ の 岩 相 の 稚 長 石 粗 
成 頻度 曲線 を 第 4-C 図 に 示す 。 ここ で は iii) の 岩 相 の それ と 基本 的 な 相違 は 認め られ 
| な い が , 長 柱状 八 長 石 に An 66 附近 の 新た な 極 値 が み ら れ る ほか は , 稚 長 石 斑 状 変 語 に 
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あぁ つて る も 全く 同質 の も の と いい 得る 。 別 文 で 述べ る が , S=y 7 VRE O SKE th 
位 に 達する も の も , COMRAM AE HMO OMOUMIZEE EY, 組成 鉄 物 の お る も 
な 変化 は , FBO DS V7} VG, 黒雲 三 あ る い は 緑 泥 石 化 と し て あらわれ て いる 。 

v) 鉄 化 域外 の 余 長 石 匿 状 変 晶 を 多量 に 伴う 岩 相 : これ は , iii) iv) の 岩 相 に , よ 
YSROPMRE EES LOC, その 量 比 は 40% 以上 に 達する 。 磁 硫 鉄 鉄 は , ご く 僅 か 
に 伴わ れる に すぎ な い 。 こ の 岩 相 の 和 斜 長 石 粗 成 頻度 曲線 は 第 4-D 図 に 示し た 。 こ れ は 殆 
ど 正 規 分 布 曲 線 に ちか い 傾 向 を あぁ あらわ し て お り , UDVBERBERON, 外 核 は 互 に 接近 し 
た 傾向 を 示し て 組成 極 値 の 変化 が さして な いこ と を あら わし て いる 。 BK, 新生 終 長 石 お 
よび 長 柱 状 斜 長石 も これ に 含ま れる も の と み ら れ , 極 値 を あら わし て いな い 。 

次 に ノー ライ ト 系 烈 の 岩 相 に つい て 述べ た い 。 

B) ノー ライ ト を 基地 と する 内 相 

この 地域 で は , ノー ライ ト 系 列 の 岩 相 に 鉄 石 た り 得 る も の は な く , その 磁 硫 鉄 鉄 の 量 る も 
最大 9% 程度 で ある 。 こ の 粗 粒 化 され た 岩 相 に お いて る も , BPRS MILK A 
長石 斑 状 変 唱 形 成 と 磁 硫 鉄 鉄 々 染 を 伴う が , その 産 状 と 組成 変化 に 著しい 相違 が 認め られ 
る 。 次 に この 徐 長 石 組 成 変 化 に つい て 述べ た い 。 

i) 細 粒 ノー ライ ト に 小 量 の 斜 長石 斑 状 変 呈 を 伴う 岩 相 : ノー ライ ト 系 列 の 岩 相 に 
Vi fRIZB DOM RAPER Tae PES FORK, この 岩 相 に お いて 平均 8% 程度 に 
9 4. SRAM IRE RS 4-E 図 に 示さ れ , 2 極 値 を も つ 。 最大 極 値 は , H4-E 
図 に 示さ れる よう に BAORKARA ¢ SRAPERAROME LONE C 構成 され て い 
So 第 2 極 値 は , 斑 状 変 上 便 の 内 核 に よ つ て あぁ あらわ れ て いる 。 

li) 中 灯 ノ ー ラ イト に 人 結 長 石 斑 状 変 品 を 伴う 岩 相 : 岩 相 1) は 寄木 状 構造 で あり , 本 
a CUT, DAW 部 分 的 に 残存 構造 と し て 島 状 に 本 岩 相 中 に 散在 する 。 BER 
tk, この 岩 相 の 柱状 斜 長石 の 方 向 配 列 一 流 理 構造 に そつ て 形成 され て いる 。 本 岩 相 斜 長石 
の 組成 問 度 曲線 を 第 4-F 図 に 示す 。 こ こ に は , An 50 附近 を 極 値 と し て その 左右 に 凸 部 
が あら われ て いる 。 東 に , これ ら を 分 離 投影 すれ ば , 前 記 極 値 は 粒状 , 柱状 斜 長石 の 各 第 
一 極 値 の 重複 で 構成 され る 。 また , acidic side* の 凸 部 は , それ ぞ れ の 第 2 極 値 の 重複 
で 構成 され て いる 。 basic side の 凸 部 は , 柱状 斜 長石 の 第 3 MES kb UPERE ROME 
に よ ょ つて 構成 され て いる 。 

iii) 多量 の 斜 長石 斑 状 変 品 と 磁 硫 鉄 鉄 々 染 を 伴う 岩 相 : 和 斜 長石 殆 状 変 唱 の 量 が 3596 
程度 に 達する 岩 相 の 組成 上 問 度 曲 線 を 第 4-G 図 に 示す 。 ここ では, MUR D v) で 
示さ れる と 同様 の 単 一 極 値 を も つ 正 規 分 布 曲線 が あら われ て いる 。 こ の 岩 相 で は , 上 記 の 
i), ii) WT ZR, 柱状 の 各 倖 長石 の 組成 極 値 は An 60 附近 の 単 一 極 値 に 含ま れ 
る と み ら れ , 特異 の 極 値 を あぁ あら わし て いな い 。 ま た 斑 状 変 品 の 内 核 , 外 核 の 組成 は 互 に 接 
JEL, 入り 組み , 正規 分 布 曲 線 を 構成 し て いる 。 磁 硫 鉄 鉄 は i), ii) の 各 岩 相 に は 殆ど み 
られ ず , 多量 の 斜 長 石 斑 状 変 呈 形 成 に 伴 つ て 始め て 認め られ る 。 


5. ま 3 め 
以下 に , SEAM ROALD 6 ATREMEMOBMAIL, な ちら び に, 磁 硫 鉄鉱 形成 に つ 


& * 極 値 を 中 心 と し て , その Ab 側 を acidic side, An 側 を bacic side と し た 。 


Bu 


ql 
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いて の まとめ を 和 述 べ る 。 

1) 以上 述べ た 点 か ら , 野外 の 産 状 と その 岩 相 の 他 岩 想 に 対す る 形態 的 特徴 より , Rar 
(CPERE RRO RS, 或いは 各種 岩 相 の starting material と 推測 され る 中 粒 オ フィ 
チッ フク 林 楼 石 斑 炉 岩 , な ら び に 細 粒 ノー ライ ト に は 極め て 単純 な 安定 曲線 と み ら れ る 確立 
正規 分 布 曲線 が 成立 し て いる 。 その 極 値 点 は , BEPC BeICIxs An 70~75 附近 
(第 4-A 図 2 の a, H4-BM2Ob), 1-314} FHC An 33 附近 で ある (H4-E 
M2Da)o 

2) 鉱 化 域 の 内 外 に お いて は , BERGE OD SLE ¢ SR ABERA aT & CPE HO TW 
る 。 鉱 化 域 と し た も の は , その 内 に あつ て も , EV BRB HCH), TOR 
に 内 部 に 負 形 の 鉱 化 部 を 形成 し , それ に や ・ ゝ * 鉄 石 と され うる 多量 の 鉄 染 を 伴 な つて いる 。 

3) 概観 し て , この 舎 長石 斑 状 変 唱 の 形成 を その 組成 変化 の 面 か ら み る な ら ぱ , 磁 硫 鉄 
鉄 の 讐 染 程 度 の 大 小 に か か わら ず , また その 原 岩 相 の 相違 に る 関係 な く , 明らか に 同一 条 
件 下 に あつ た こと を 推測 させ る 。 つ まり , Mabe t7- 74 KB COMR AM 
成 の 著しい 相違 に も か か わら ず , そこ に 形成 され る 和倉 長石 斑 状 変 卓 組成 の 安定 極 値 は , 共 
通し て , An 60 附近 に あぁ る 。 こ れ は , MPRERERO, いわ ゆる 交代 条件 の 一 つの 指標 
と みる べき も の で ある 。 

4) 両 系 列 の 粗 炒 化 現象 と その 組成 は ノー ライ ト 和 系列 が An 33 附近 か ら An 60 附 
近 ま で , 岩 相 の 変化 を 伴い , 粒状 化 な し に 直線 的 に 変化 する が , BUBB Cid, 
An 70~75 附近 か ら An 85 附近 に 至り, 原 長 柱状 倍 長 石 の 粒状 化 を 伴い , 更に 逆 方 向 
の An 60 附近 に 移行 する 。 

5) 当地 域 の みな ら ず , REMUS LL Cl, 含 ニ ッ ケ ル 磁 硫 鉄 鉄 々 床 の 鉄 石 た りう る も の 
BRERA OD at 309%~40% 程度 に と どまり , KOU EORERARIERIDER ANT, 
その 結 品 粒 間 に 磁 硫 鉄 鉄 の 量 を 増大 させ 鉱石 品位 に 達する 経路 を た ど つ て いる 。 そ し て , 
SRB ORARARALANSVOW, カミ ング トン 石 , 黒雲 母 緑 泥 石 を 生じ て いる 。 この 
時 期 に は 黄銅 鉄 の 量 の 増加 が 認め られ る 。 

以上 含 ニ ッ ケル 磁 硫 鉄 鉄 々 床 を 中 心 と する 夷 炉 岩 類 の 岩 相 変化 に つい て , AREMRO 
変化 か ら み た 鉄 床 母 岩 の 変質 と し て の 岩 相 変 化 を 述べ た 。 こ れ ら に つい て , 更に 次 報 で 斜 
RAE EHO TINS 


te J eS 187 


+o 8 OS & KK -# 


Some metamorphic rocks of the Okinawa islands 


fay 定 JR (Sadakatsu Taneda) * 


Abstract : The author had an opportunity to take a trip to the 
Okinawa Islands in summer of 1960, and collected many specimens of 
metamorphic rocks, on which the laboratory works were done at Kyushu 
University. It should be noticed that glaucophane schist was found from 
Isigakijima and biotite schist (schist containning biotite) was not coll- 
ected from the Okinawa Islands. 


わが 国 の 変成 ( 岩 ) HicBy SARIS EES LX HSL 72S, 琉球 弧 に 関し て は 不明 の 
Mara EOE > BANCWOSo RAO LS PPAR E + ALLA, 三波 川 
ERE, RRA, 肥後 変成 帯 な ど が 設け られ , SRNR AINE REE (大 分 県 ) 
辺り , 又は 野 母 半 高 (長崎 県 ) まで 認め られ て いる 。 

三波 川 変成 帯 は 一 般 に は 日 本 型 造山 帯 の 太平 洋 側 に 出来 る と 考え られ て いる が 1), 九 
の 南 に 続く 琉球 列島 (沖縄 議 島 ) で は どう で あろ うか 。 また , FI CUIMRERHLOH 
州 に 当る る も の は どう で あろ うか , 真 質 の も の は な いで あろ うか 。 

琉球 列島 の 地質 構造 に 関し て , 早く も 小 藤 文 次 郎 は 「 島 弧 に そう て , 内 側 に 火山 岩 帯 , 
中 央 部 に 古 生 層 帯 , 外側 に 第 三 紀 層 帯 が 配列 し て いる 」 EW SSH” を 指摘 し た 。 徳 
ABE) ・ 半 沢 正 四郎 その 他 の 調査 は , この 説 を 裏 付 し た も の と いえ る で あろ 3。 Hd 
“ 吉 生 層 帯 ” と いつ て る も , 必ず し ゃ も 真正 の 古 生 層 に よ つ て 特徴 付け られ て いる と は 限ら な 
VOC, “HAR LISS THAG* 

十 生 層 で ある こと が 確か 又は 殆 ん ど 確 か らし い 地 層 が , BSA - HOR - PORE 
島 ・ 分 論 島 ・ 沖 縄 島 ・ 古 学 利島 ・ 伊 江島 ・ 石 垣 島 ・ 小 浜島 ・ 竹 富島 ・ 西 表 島 ・ 吉 弥 真島 
な ど に 分 布 し て いて , FORE - Da Ha - Bae - FFTFVUT VES - MABE RE 
千 枚 岩 な どか ら な り , 部 分 に よ つ て 結 卓 片岩 に 変成 し て いる こと は 既に 報告 され て いる 
が , 層 序 や 結晶 片岩 の 岩石 学 的 性 状 や 変成 帯 に 関す る 私 達 の 知識 は 極め て 乏しい 。 

筆者 は 1960 4B, MS: BRS - GS - oe (Iriomote) を 旅行 する 機 
会 を 得 た が , これ ら の 地方 の いわ ゆる “ 古 生 層 "地帯 で 次 の よう な 岩石 を 認め た 。 

HHS tims, 砂岩 , HS, 結晶 質 石 灰 岩 , チャ ー ト , 約 雲 母 一 石 時 (一 石英 ) FR 
BAHE, Be (一 方 解 石 ) Fite~hs MRA PRA AKA, RHA. 

BEMRB Hie, 片 状 旨 雲母 砂岩 , 約 圭 母 一 石英 一 曹長 石 片岩 , 石野 一 PEST 


* 九州 大 学 理学 部 地質 学 教 密 
* 波多 江 信 鹿 5) は この 言葉 を 使 つ て いる 
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第 1 図 琉球 列島 (ART, wer ic kS) 


Zs ea S oe 7 ae 
a pose ei 
acest 125° 130° 
黒地 古 期 岩 類 Ir FRE 
+ 試料 採集 地 Is. 石垣 島 
1. AO Iw. EES 
2. 大 山 帯 ( 古 期 ) Kd. BRAGS 
Se HD ar Ku. 久米 島 
4. ie ar M. 宮古島 
5. 第 三 紀 地 域 Oo. xz B 
6. ERE OK. 沖縄 島 
S. 諏訪 瀬島 
T. 徳之 島 
Y. BARB 


枚 岩 片岩 石野 (一 方 解 石 ) 片 岩 , ABRAM Eo 

ABR Hie, DA, 結晶 質 石 灰 岩 ) チャ ー ト , ( 百 圭 母 一 ) 藍 図 石 一 石英 一 昔 長 石 一 
RULA—RIRGH a, (AL) BR-WEA-RRA-EMG Ferme. 
CCUM E BUT SAM, BORK VO > CHORBRFAR VBC, 関心 を 持 
DER OBRINT So 

因みに , いわ ゆる 古 生 層 は , DRL < MHL, 変動 し て いる が , 走向 は NO°-90° 
E, fies NW に 30°-80° Ba <, 一 般 走 向 は NE, 傾斜 NW で あぁ る と みて よい よ 
3 CHS. RRMA Cll, 緩い 向 斜 ・ 奪 斜 様 の 構造 が 認め られ る よう で ある 。 

これ ら の 地域 の 地質 学 的 ・ 岩 石 学 的 調査 研究 は 今後 の 課題 で ある る が , “BARE” に 関し 


Cr MIO LS AAW KCB BORMAHAOE, BLE ( BERESE 
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RVE AW» E Aiea 
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5, G HRA, Gr 石野 , 
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の 見 出さ れ な か つた こと な ど は , 変成 帯 の 考察 上 特に 注目 に 値する で あぁ ろう 。 

地質 構造 , 岩石 学 的 講 性 状 の 詳細 な 調査 研究 が 望ま れる わけ で ある 。 石垣 島 そ の 他 の 花 
賠 岩 類 の 性 状 ・ 時 代 決 定 も まな た 併せ て 進 め ら れる べき で あろ 3 0 

本 稿 は 一 旅行 者 の さ ゝ や か な 観察 の 覚え 書 に すぎ な い が , 専門 の 方 々 の 御 参 考 に な れ ば 
幸 で ある 。 

終り に 当 つ て , 沖縄 講 島 を 訪れ る 機会 と 与え ら れ た 琉球 大 学 地理 学 教室 ・ 九 州 大 学 
理学 部 地質 学 教 室 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 また , 本 稿 の 執筆 は 都城 秋穂 ・ BAA 
博士 の 激励 に よる と ころ が 多い 。 

附 記 最近 , 八代 地方 の 変成 地域 の 研究 に より , AN - UBIO GAZE - PARR 
変 成 帯 と 三波 川 変成 帯 と は 八代 地方 まで 並ん で 連続 し て いる と 考え られ る ょ うに な つた ")。 
そう で ある な ら ば , AR), TS, 阿武 隈 変成 帯 と 三波 川 変成 帯 と を 境 す る も の で 
HOT, 中 央 構造 線 と 全く 同じ 性 質 を も つて いる わけ で あぁ る 。 


S| Hi =x mK 


) 都城 秋穂 , 地質 , 65, 624~637, 1959. 

) 小 膝 文 次 郎 , 地質 , 5, 1~12, 1898. 

3) Tokunaga, S., Jour. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo, 16, 1901. 
) 半沢 正四 郎 , 地 評 , 8, 119~131, 1932. 

) 波多江 信 広 , 地学 , 64, 44~56, 1955. 

) Ehara, S., Jour. Geol. Soc. Japan, 66, 229~241. 1960. 


7) 植田 俊朗 , 地質 , 67, 526~539. 1961. 
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鉱物 学 及 び 結 曲 学 


8590, 交 線 回 折 計 数 装置 に お ける Ait 
曲線 の 偏 倫 の 検討 Ladell, J. 


ぶ 線 回 折 過 程 に 於 て 関与 する 各種 の 偏 
SEAL, 特に % 線 特性 スペ クト ル の 分 
布 に 幅 の ある 事実 を 考慮 に 入れ て 論じ , 

その 計数 装置 に お ける 回 折 曲 線 に 与え る 
影響 を 線 合 的 に 検討 し た (装置 の 機能 に 
依っ つて 生ずる 偏 傘 は 別 論文 )。 理論 的 な 
革 折 位置 [重心 法 で 与え られ た 平均 波長 
KT ARE CRDL, On op と お 
く ] か ら の 偏 傘 量 を € と する と 回 折 曲 線 
ix £(€) =hek(€) LAWS. I> SKE) 
は 単 波 長 の 回 折 に 際 し て 得 ら れる 曲線 で 
k(€) =E(@p) U(rno) IpSRy(€) で , 結局 
£(0) =E(@) U(0)7(9) h(6)=h(6)/J (8) 
の 形 に 導 か れる 。 これ が スペ クト ル の 朋 
度 分 布 が 実際 の 回 折 曲 線 を 与え る 際 の 基 
本 的 な 関係 式 で ある 。 CT > CEILMRE 
cH SR eN BAC E(¢)=1/(8rR 
sin@) =K,cosecé, U り は 吸収 要因 で U(8) 
=K。d-3cosec39 [ 氏 。 は 結 品 を 構成 する 
原子 の 種類 に より 定まる 吸収 係数 を 信 む 
FEB, r(9) は 小結 品 か ら の 散乱 を 考慮 
し て で 与え られ た 所 折線 の 積分 強度 を 示す 
項 で あぁ つて 7 (0) =K,d3 (1+cos?26) sin” 
@sec@ [K,= 4 (e2/(mc?V)) |F|2] & a 
3So EO CRAM AEAF Is J (0) = 
K,K, Ks in? cos@/(1-+cos? 20) £4 
A5NSo 此 の 関係 式 は 格子 昼 数 の 精密 
測定 に 極め て 有効 で あり, その 量 的 取扱 
い 等 に 関し て は 著者 及び その 協同 研究 者 
SEMBIC RNS A CHS. (Acta 
Cryst., 14, 47~53, 1961) CES) 


ox 


8591, 2,000 パー ル En FO LiAl 
SiO,-NaAISi,0,-H,O 系 Stewart, 
Dae. 

4 成分 系 LiAISiO4。-NaAlSi。O。-SiO。- 
H,O に 含ま れる LiAl eBoy, 
petalite, spodumene, bikitaite, 
eucryptite の 安定 関係 を 研究 し , Li に 
富む A~7V94 }ORMICOW CBRL 
で で る LiAISiO,-NaAlSi,O,-H,O # 
に 蒸気 圧 2,.000 バー ル を 加え , 900°C 
以下 に つい て 実験 し , 固 相 と し て アル ベ 
イト と @-eucryptite が 観察 N た 。 
HO に 飽和 れ し た アル バイ ト 液 相 線 は 
835° 土 5°C, H,O に 飽和 し た B eucry- 
ptite 液 相 線 の 温度 は 観察 され な か つた 
が 1100°C 位 で あぁ る 。 4 相 共 存 点 (アル 
バイ ト , eucryptite, @ 7M, A 
気 ) の 固 相 の 上 比 は アル バイ ト 82, eucry- 
ptite 18 CH), 温度 は 725° 土 5°C で 
ある 。NaAlSi。O。-H。O 系 の アル バイ ト 
は 中 間 型 の 構造 を 示す が , 時 間 , 温度 , 
圧力 , 粒度 等 が 同一 条件 下 で LiAISiO。 
が 存在 する と アル バイ ト は より 高温 型 に 
近い 結 品 構造 を 示す 様 で あぁ る 。 (21st 
Int. Geol. Cong., part 17, 15~30, 
1960) 青木 ] 


8592, 随 石 の 記録 IV 3 PRRRO S47 
アモ ンド の 起源 Lipschutz, M. F., 
Anders, E. 

金属 学 的 研究 に より BY AT EY FIR 
鉄 Canyon Diablo は Widmanstatten 
模様 の 形成 後 , 強く Beton と いう 
Nininger の 観察 を 確認 し た 。 金属 相 は 
1~5 秒間 に ~950°C まで 加熱 され , 2 
分 間 以 内 に 冷却 され た こと を 未 し て いる 
が , 急冷 が ダイ アモ ンド 形成 に 必要 な 条 
件 で は な い 。 BAAN UREA 


$536 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 


は 黒鉛 より も cohenite (Fe,C) APR 
肉 の ダイ アモ ンド を 形成 する こと を 示し 
て いる 。 ダイ アモ ンド 生成 の た め の 熱 は 
Canyon Diablo が 地球 と 衝突 し た と き 
【 得 らし < なら 4 に る る 議 2 人 
の 成長 時 間 は 随 鉄 の 地球 へ の 衝突 に より 
BAURRORS & 落下 速度 の 比 に より 得 
れる 。 MAW, COLLAR 16x 10-2? 
の 場合 ) 1 分 間 に 0.1mm の 速度 で 成長 
する ダイ アモ ンド は 300A OKRA 
達する 。 裕 気 の な い 月 に は 地球 より 多く 
の 了 鉄 が 衝突 し , 多く の ダイ アモ ンド が 
存在 し て いる と 結論 され る 。 高圧 は ダイ 
ァ アモ ンド 有 形成 に 必要 な 条件 な の か , rk 
中 ~ 低 圧 に お いて BRELLUTCIATSE 
ンド が 生ずる の か は まだ 明らか で な い が 
破壊 的 な 出来 事 , 例え ば 地球 と の 衝突 や 
随 鉄 自体 の 破 列 に よ つ て ダイ アン モ ド が 作 


られ る こと は 十分 考え られ る 。(Geochim. 


Cosmochim. Acta, 24, 83~105, 
1961) (KAI 


8593, dt Carolina, パイ ロフ ィ ラ イ 
ト 鉱 床 の Al,O;-SiO,-H,O 系 鉱物 
Zen, E, 

北 Carolina, Piemont Oj) Sys 
の 粘 板 岩 帯 中 の 7 つの パイ ロフ ィ ラ イト 
鉄 床 の 鉱物 組合 せ を NK L GAGE D FAs 
て 研究 し た 。 CN EK ORR 5B H 
た Al20』-SiO。- 有 H。0 系 に 属す る 鉄 物 は 
次 の 6 種 で ある 。 石英 )。 パイ ロフ ィ ラ イ 
隊 革 絶 桂 害 の アナ イト KR2 
ダイ アズ スポ アー BR-AAV Y—r4 
ロフ フォ ラフ ライト 7 パイ ロフ オォ ライ トー 紅 桂 
石 一 石英 及び カ を リン マー ダイ アス ポア テー 
ー パ イロ フィ ライ ト は 3 成分 系 に 属す る 
鉄 物 組 合せ に な る 。 Hillsboor で は 紅 柱 
石 一 め カオ リン の 組合 せ が あ る が , Staley 
で は . パ イロ フォ ライ トー ダイ アス ポア ー 
の 組合 せ で あり , これ は 変成 作用 の 物理 


条件 の 違 ハ の た めで ある 。 上 記 3 相 の 組 
合せ が 存在 する の は パイ ロフ ィ ラ イト 鉄 
床 が 形成 され る 時 , HO が 一 定 の 化学 成 
分 と し て 働い た こと を 示す 。 これ ら の 鉄 
床 は 火山 岩 の 風 化 面 の saprolite が その 
後 の 火 山 岩 の 熱 に より 焼 か れ , その 後 
連続 的 に 変成 作用 を 受け て 生成 さ れ , 

saprolite の 再 結晶 の 時 に は 閉じ た 系 で 
あぁ つた 。 (Am. Min., 46, 52~66, 
1961) (HAI 


ーー ンー 


BAFROKWS 

8594, PRAOLS4é RA Ringwood, 
Teo 1B, 

化学 分 析 の 行なわ れ て いる 344890 a 
YE 74} PORMA, RARUSRH 
の 光学 的 , X 線 的 研究 を 行 な つ た 。 コン 
ドラ イト は 均質 な 本 源 物質 の 種々 多様 な 
酸化 作用 を 受け た 状態 を 示す 物質 で あ 
So 即ち も 鉄 及 び = ツ ケル が 酸化 し て いる 
炭 質 コ ンド ライ ト か ら 鉄 が 居 元 され て い 
Sma ay FI4 } EC 連続 的 に 移 
VAS AvV¥I4 }ORMBLSRH 
の 鉄 物 学 と 化学 は 酸化 一 還元 の 平衡 に 支 
配 さ れる 。 本 源 コ ンド ライ ト の 元 の 状態 
RAAY EFA} CHO, DOES, 
酸化 され 59% の C を 含み , 20% DH,O 
RUC, H,N, S, その 他 の 揮発 性 物質 
の 複雑 な 化合 物 を 伴 な う 。 高温 に な る と 
コン ドラ イト 中 の 7C は 酸化 し て ふい る Fe 
と Ni を 還元 し , 金属 相 を 作り , 揮発 性 
WALT So 初生 コン ドラ イト の 組 
BILBURA CH), コン ドラ イト マグ マ 
か ら HO, CO。 の 急激 な 遊離 に よ つ て 
形成 され た 。 揮発 性 物質 の 急激 な 逸 散 は 
急速 な 品 出 作用 を 引 起 し , コン ドラ イト 
を 形成 する 。 コン ドラ イト と 大 山 灰 形成 
ORB AV FIA VT TPE 
WY AER AL, コン ドー ル の 形成 を 


抄 


a $437 


促進 し た 点 で ある 。 ENDS ay ¥ 
ライ ト の 元 の 大 き さ は 少く と る 月 位 で あ 
つた 。 © OARYRIR A AUER D SRR L OME 
は 4.5x 109 年 前 に 起り , 109 年 前 に こ 
われ , その 断片 は 衝 穴 し て 更に 小さ く な 
りり アス テ ョ イド (asteroid) に な つた s 
(Geochim. Cosmochim. Acta, 24, 
159~197, 1961) [青木 ] 


8595, ニー ラゴン ゴ の 有史 燈 載 及び そ 
Nic MULE RBOMRM Denaeyer, 
M.-E. 

ニー ラゴン ゴ KVORSwWD b BRIS 
グマ を 探 取 し , 急冷 させ て 得 た 試料 は 平 
RGR 1.606, 比重 3.02 の 流 理 構 造 
を 呈す る 完全 な ガラ タス 人質 の も の 「 で あつ 
た 。 AO 表面 か ら 1m の 深く で は 
950°C で ぁ つ た 。 こ れ に は 圭 石 , 黄 長 石 
0 の 合 は 4 し る 0 こと = ミミ ラゴン 
ゴ , ブッ シュ ワウ ガ , 4VVAKUOMH 
物 に つい て 化学 組成 , 造 内 鉱物 を 比較 し 
So FE LL CHIR KO が 多く 2 
ルム で は 加里 雷 石 が で きる 。 AMALIE 
BkOD<, aia, F7 viii 
By LY VBA, MIRAI <i CH 
0, 方 解 石 , Aka, FRUASRSIN 
Zo Cs: (Fo+Fa)、 は 1 か 16 Ne+ 
Lc/An は 無限 大 で これ は アル カリ 話 岩 , 
超 ア ルカ リ 話 岩 の 特徴 で あり , これ ら の 
FEES 鉱物 一 化学 的 特性 か ら Niligon- 
gite 族 の 岩石 と 考え られ る 。 (Bull. 
Séan, A,R.S.O.M. Belgique, 6, 
999~1013, 1961) (32) 


8596, New South Wales OFYY 
x Yio bs Wilkinson, J. F.G. 

オー スト ラリ マヤ, New South Wales, 
Gunnedah の Black Jack 岩 床 は テ 
層 シ テン 岩 か ら な なり, BARONE 
L, この 岩石 学 的 研究 に つい て は くわ し 
い 報 告 が あぁ る 。 この 岩 床 の 岩石 及び 鉱物 


中 の 主 な 微量 成分 を 分 光 分 析 に よ ょ つて 室 
量 し た 。 tHtticars Ni, Co, 単 斜 煙 石 は 
ChaNIRCO RV RZ SS 
Bers Ga, Cr, Ni, Co, V, AERIt 
Ga, Sr, Ba, yweGtx Ga, Zr, Ba, Rb. 
分 化 作 用 と 共に 岩石 及び Hip O. Cr, 
Ni, Co, V は 非常 に 変化 し , 岩 床 の 最 
上 部 の 役 唱 質 え ソス タ シ ス HEARS 
の 組成 ) に は 存在 し な い 。 一 方 Zr, Ba, 
Rb は この 液 中 に 濃 集 し て いる 。 (Geo- 
chim. Cosmochim. Acta, 16, 123~ 
150, 1959) [青木 〕 


8597, Co. Donegel, Malin Head 
OhKO=>LABIL AIT bO “Ak” 
Reynolds, D.L. 

fold-thrust に よ つ て , quartzite が 
epidiorite 中 に あたかも “ 脈 " の 様 に 入 
り 込 ん で いる 。 こ れ は 構造 的 に 連続 し て , 
鉄 物 組成 を 次 第 に 変え , トロ = エム 岩 ア 
プラ イト の “ 脈 " に 移 化 する 。 BAD 
epidiorite は , この “ 脈 " に 接し た 部 分 
の ぁみ 優 黒 質 の , 黒雲 母 を 主 成分 鉱物 と 
し て 含む epidiorite 変化 し て いる 。 
quattzite li, ドロ こと iar 7 
ト 2 ヶ , epidiorite 1 ヶ , HSER epid- 
iorite 2 ヶ の 化学 分 析 値 を 挙げ , 各々 の 
ルム を 示し て いる 8 そ じ で これ 等 の 療 
BODE LEBEL, HO SiO,-Al,0, 
+Na,0-KaO+ MgO + FeO+CaOetc 
の 三角 図表 に RR し て BRE 加え て い 
So 結論 と し て , quartzite か ら ト ロニ 
エム 岩 へ の 変化 は , quartzite と epid- 
iorite の 機械 的 な 混成 及び metamor- 
phic diffusion の 二 つ の 作用 の 結合 で あ 
る と 言う 。 (Geol. Mag., 98, 195~ 
209, 1961) (KB) 


8598, 火 成 冊 中 の Zr Chao, E. C. 
T., Fleischer, M. 


分 光 分 析 に よ つ て 定量 され た Zr SE 
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の 既 発 表 デ ー タ を 整理 し て みる と ROR 
に な つて いる 。 AA, Palau, Aleutian 
の 去 武 岩 は 10~60ppm, 安山岩 は 25~ 
110ppm の Zr を 含み , Hawaii や 
Polynesia の 大 洋 型 火山 岩 , 玄武 岩 120- 
300ppm, ミュ ー ジ アル 岩 250-520ppm 
より る も 少な い 。 他 の 火山 岩 , 石英 安山岩 
は 50-250ppm, レー タイ ト は 40-600 
ppm, 流 紋 岩 は 50-700ppm, 粗 面 岩 は 
300->1000ppm の Zr を 含ん で いる 。 
各 岩 石 区 に 於 て Zr は 支 武 岩 一 流 紋 岩 系 
の 玄武 岩 一 石英 安山岩 , 玄武 岩 一 粗 面 岩 
ーー フォノ ライ ト ま で アル カリ の 増加 と 共 
に 増し , 後者 の 系 列 の 増加 の 割合 は 前 者 
の 系 列 よ り る も 急速 か つ 顕 著 で ある 。 PRA 
3D Zr ii BERS <100ppm, Wike— 
TERRE 50-200ppm, 石英 モン ゾ ニ = 
岩 一 花 賜 岩 50-700ppm で あぁ る 。 (21st 
Int. Geol. Cong., part 1, 106~131, 
1960) [青木 


8599, Nyasaland の 先 実 武 紀 per- 
thosite Morel, S. W. 

Nyasaland (tk 二 つ の アル カリ 岩 系 
が 存在 する が , この うち 人 先 寒 武 紀 の 
basement complex は 塩基 性 及び 超 塩 
甚 性 岩 を 伴っ つて, 一 部 に perthosite が 
現 出 する 。 Perthosite と は Phemister 
(1926) NESE ET YF R-Y 
イト 質 の 長石 に 構成 され る 岩石 に つい て 
与え られ た 。 Nyasaland の perthosite 
は 所 調 mesoperthite に より 構成 され , 
BR, 灰 草 長石 , BAR, FAG el o 
この perthosite (L4¢ RAO RBMO ta 
基 性 岩 や 超 塩 基 性 岩 を 導い た KR Ay 
LAURA GAD differentiation 後期 
を 代表 する も の で ある 。Pperthosite の 形 
成 後 , ひき つづ き 高 度 の 変成 作用 を 受け 
た も の で ある 。 同じ basement comp- 
lex に 属す る Port Herald, Tambani 


に 存する 赴 石 隊長 岩 質 片 麻 岩 も 上 と 同じ 


KRLBeAZENZ (Geol. Mag., 98, 
235~244, 1961) (KB) 


8600, マサ チュ ー vy ii, West- 
field の monomineralic contact 
O22 RUBHA ‘Brownlow, A. 
lel. 

VUFa—vy YIN, Westfield 附近 
で は 急 傾 斜 の 泥 質 片岩 中 に , うす い レ ン 
ARON RU 不純 な 大 理 石 と 共存 す 
Skeihtetih), BRAKE LOTR 
ぬか れ て いる 。 BRA & KE eS is 
KA bt OBR MB Cis HHORO BH 
反応 の 結果 , 黒雲 母 及び 陽 起 石 の うす い 
monomineralic band 23524712 発達 す 
る 。 こ の band か ら 黒 雲母 及び 陽 起 石 の 
資料 各 12 個 , 7 個 を 迅速 法 に より DAT 
し た 。 黒 雲母 の 化学 組成 は SiO, 37.93 
~42.05, Al,O, 14.26~19.22, FeO 
2.90~7.96, Fe,O; 1.13~3.04, MgO 
17.98~24.42, K,O 8.96~10.31, & 
起 石 の それ は SiO, 51.33~58.34, 
Al,O, 0.02~7.70, FeO 2.28~3.90, 
Fe,O, 0.56~1.74, MgO 19.49~ 
24.40, CaO 10.14~13.34. 接触 部 か ら 
種々 の 距離 に ある 陽 起 石 一 黒雲 母 対 の 分 
析 結 果 は , 両 鉄 物 の 各 成 分 が , Beare 
WL HEC 増加 或 は 減少 する こと を 未 
Fo 両 鉄 物 が 広範 な 成分 変化 を 示す こと , 
及び Mg/(Mg+Fe) 比 の 変化 は band 
の 形成 の 際 に 熟 力 学 的 に 平衡 に 達し な か 
っ 誠に を る SSE RA 
DERMAL 広域 変成 作用 に お ける ょ よう 
な 成分 移動 の た め の 充分 な 時 間 ボ が なく , 
急激 に これ ら の 鉱物 が 形成 され た た めで 
HS. (Am. Jour. Sci., 259, 353 
~370, 1961) (BER 


8601, 日 本 の 造山 運動 と 変成 作用 の 絶 
WEE Miller, J., Shido, F., Banno, 


録 $539 


S., Uyeda, S. 

AR ¢ RRO RBH HO BER 
を 分 離し , K-A dick ) Hate rt ea 
定 し た 。 そ の 結果 , FRR A Bia 94 
x10y., 阿武 隈 古 期 岩 は 95x106y., 
新 期 岩 は 102x106y で ある 。 従 つ て こ 
れ ら の 花 賠 岩 質 岩 や RBA A OAR 

変成 作用 の 時 期 は 中 世代 未 期 に 行なわ 
れ た こと に な る 。 ER=BWINOBRZEO 
S00 を され が から 
波川 変成 帯 は 領 察 変成 帯 と 同時 期 に 形成 
され た と 考え られ る 。 (Jap. Jour. Geol. 
Geogr., 32, 145~151, 1961) [ 書 木 〕 
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金属 鉱床 学 

8602, Utah, Thomas Range 0 
Be @)xis Staatz, M.H., Griffitts, 
W. R. 

当地 域 に 於 て 最近 Be HRA 発見 され 
<。 附近 の 地質 は 古生代 の 石灰 岩 , AS 
岩 , 頁岩 , 竹 岩 等 の 堆積 岩 類 及び それ を 
被覆 する 新生 代 第 三 紀 中 新 世 , 鮮新 世 の 
活動 に な る 流 統 質 右 英 安山岩 , Tica, 
並び に 同質 凝灰岩 等 か ら 構 成 さ れ , BS 
の 断層 で 切ら れ て いる 。 地域 中 央 部 に は 
GSKA L, その 鉱床 型 は 1) 管 
YAGI 2) SKIIR 3) 鉱 染 鉱 床 等 に 分 類 さ れ 
BM, この 鉱 染 鉄 床 に は 展 々 Be が 濃 集 
し て Be SRL ROC 4S. RABRTC 
は 流 紋 岩 , 凝灰岩 が 母 岩 と な る が , Be HK 
床 で は 凝灰岩 に 限定 され , BAPE SKIL 
Be HH BAA, 方 解 石 ) モン 
モリ ロン 石 , bertrandite, @BRUEB 
留 の 右 英 , 下 璃 長石 , 黒雲 母 等 に し て ;, 
ASR FRIAS A TB LC So BE 
Ke? Be に 富む 層 は RAB S 20 Ric 
達し , 0.07~0.75% の Be を 含有 する 
| が その 用 胎 する 層 準 は 一 定 で な い 。 結局 


=< DSK IRD ORNS 鮮新 世 の 活 動 に な る 流 
Da Ee aR 5 RAL te RUC BOGE 
DE CBBAEOMUOMLS 通過 上 昇 す る 
際 に 白雲 岩 や 石灰 岩 と 反応 し , fluoride 
ion の 濃 集 が 上 部 迄 存続 し た 処 で は 主要 
な 鉱 液 の 通路 に 沿っ つて KEO EE TIE 
し て 油 石 鉄 床 を 形成 し , 鉱 液 の 根源 や 主 
要 な 通路 か ら 離 れ た 処 で 大 部 分 の 元素 を 
消費 し た 鉱 液 か ら 更 に BATES Ze 
に だ は は ささ 同時 に ST Be, Fe, Mn 42% 
含む fluoride complex の 分 解 を 誘発 
L, BA LPC en 6 ORBEA b KS 
shina yok L, Be 鉱床 が 形成 され た も 
の で あろ 3 う 3 う 。 (Econ. Geol., 56, 941 
~950, 1961) [ 折 本 】〕 


8603, 磁 鉄 鉱 の 酸化 に 関す る 研究 
Gokhale, K.V.G.K. 


KRBRUB BCE F ORERRIANE その 
酸化 に より 形成 され た 赤 鉄 鉱 が BEA IZ 
治っ つて 析出 し て いる の が 認め ちら れる こと 
が ある 。 従 つ て 磁 鉄 鉄 の 加熱 酸化 過程 を 
上 明らか に する こと は 岩 右 の 生成 条件 の 閉 
察 に 役立つ も の と 者 え BH, 400~ 
800°C CHIARA To TIMER ERE 
PBKIX 600°C 以下 で は GEE CHM E 
A 600°C 以上 で は BEFGLDO BEBA BG 

VS HEIRS O TC 赤 鉄 鉄 が 離 深 析 出 
し , 800°C に 至る と 全く 赤 鉄 鉄 に 変化 す 
Bo 加熱 体 の Vicker's 硬度 を 測定 する 
と 温度 が 高く な る に つれ 硬度 が 大 きく な 
る こと が 認め られ た 。 格子 恒 数 値 は 加 熟 
前 磁 鉄 鉄 の 8.425A か ら 600°C 加 熟 酸 
化 磁 鉄 鉄 の 8.395A 迄 連続 的 に 縮 少 し , 
叉 この 格子 の 縮 少 し た 酸 ei 
回 折 像 は マグ ヘマ イト の それ と 非常 に 
く 一 致す る 。 結局 磁 鉄 鉄 を 加熱 する 3 
600°C atx Fe,O,-Fe,0, 系 に 沿っ て 
赤 量 鉄 を 固 深 し つつ 連続 的 に 酸化 し 所 調 
マグ へ マイ 放 に な り 9 600°C 以上 で は 赤 
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鉄鉱 を 析出 し は じ め 800°C で 完全 に 赤 
鉄 鉄 に な る 。 但し この 場合 筆者 は マグ へ 
vibe FeO, と は 考 で お ら ず すず HK 
鉄 鉄 を 出来 る だ け 多 く 固 深 し 均一 相 を 示 
す 酸 化 磁 鉄 鉄 と 考え て いる 。 以上 の 結果 
を 地質 現象 に あて は め て 閉 察 する と 変成 
et FO ARERR E FEZ 3 磁 鉄 鉄 の 存在 は 少 
な く と も その 変成 温度 が 600°C 以上 で 
ある こと を 暗示 する 。 叉 更に 磁 鉄 鉄 は そ 
の 格子 格 序 を 求め る こと に より 生成 温度 
& HRS LE BONS. (Econ. 
Geol., 56, 963~971, 1961) [4] 


8604, 陰 イ オン 交代 変質 反応 Ames, 
iby les 


Calcite-PO,-%, Calcite-F-, gypsum 
=CO; * RU gypsum-PO, \eounc 
陰 イ オン 交代 反応 が 研究 され た 。 TEE 
VOT RAO PIM AN, そこ に 一 
eV Ch YY & LL CITES E A 
jeje POSS, 300.3% 28057 4 
含む 深 液 を 通し , YEAVAUR CHARS 
放射 分 析 し て , 陰 イ オン 交代 反応 の 起 つ 
た 度合 を じ /Co の 値 で 表わし た 。 (Co は 
注入 液 中 の 同位 元素 の 濃度 を 示し , C は 
流出 液 中 の 同位 元素 の 濃度 を 示す 。) 陰 イ 
ォ ン 交代 反応 は , 初め の 固体 が 陰 イ オン 
交代 を 行い , より と け に くい 生成 物 を 作 
る 時 に の み 進 行 す る 。 そし て 交代 の 反応 
速度 は 初め の 困 体 と 最終 生成 物 と の 間 の 
溶解 度 差 に 比例 する 。 種々 の pH で の 
CaSO,, CaCO;, 及び CaF, の 問 の 相対 
的 な 落 解 度 差 を 計算 し て いる 。 又 注 入 液 
の pH, 流速 , 人 筒 の 中 の 固体 の 表面 積 , 
温度 , ZAC SW tv OVER EOR 
WTR EEC BE THRE NASR, これ ら 
DEBE C/Co の 値 と の 関係 を 求め た 。 
一 般 に 流速 が 大 きく , 温度 が 高い 程 反 応 
速度 は 大 きい 。 し か し pH の 影 組 は 一 様 
"C7 ¢, ‘caleite-PO,-* caleite ns 


で は PH BWP ICON RiPRMLL WML 
する が , gypsum-CO,, gypsum-PO*? 
Cla CHS. 附 花 し て 起 る 生成 物 中 へ 
の Sr+2 移動 に つい て る も 述べ , 移動 速度 
は 交代 反応 の 生成 物 の 結 品 構造 に より か 
7 0 R428 313 HB. (Econ. Geol., 56, 
521~ 532, 1961) [梅原 〕 
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8605, ルイ ジア ナナ 沖の 現世 石油 層 の 形 
pe Andrews, DU Stipe, Jee. 

P2XY DSH REL OS Ba 
過す る 現世 層 は 大 部 分 陸 成 乃至 海 成 へ の 
移 過 相 を 示し て お り , その 中 で 石油 層 が 
発見 され た 場合 ) その 石油 は 下 の 地層 か 
ら の 移動 (断層 面 に そう も る の や AEA 
S35 OD) LHADE BZONTE 
た 。 然るに 海上 掘 撃 が 進む に つれ て 海 成 
の 極め て 厚い 現世 の 泥岩 が 発見 され る に 
BOko 2yYy e-WaAoOw, 100 
ME, 水深 100 BRO FT CHRO 72F# de B ETE 
BPab Mme LSI BOk. この 附近 
で は 現世 層 の 厚 さ は 4000~7000 BRIZ 
wLCHY, Lenticulina OFH4Ic kD 
CHHRST 6 1 SYR BIEL CIB, 
その 下 に 砂岩 層 が 分 布 す る 。 この 砂岩 は 
第 一 水 期 の (Nebraskan) #PHEDOKROHE 
積 と 考え られ て お る 。 1 例 を 挙げ る と SS. 
Timbaliger Block 152 で は 6590~ 
7150 史 の 間 に 3 砂層 あり , その BE 
145 [RIES So か か る 砂層 中 に 含ま れ 
る 石油 や ガス は 下 の 地 層 か ら 移 動 し た と 
考え る 理由 は な く , 現世 に 於 て 生成 され 
た と 考え る 方 が 適切 で ある 。 (World 
Oil, 152, 7, 122~130, 1961) SN 
8606, Georges Bank の 底 質 堆積 物 
Wigley, R. L. 

ERE UC EE YD & 粗 度 組成 と の 基 
礎 的 資料 を 得る た め , Georges Bank 庶 


within oak 


fb 
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の 堆積 物 に つい て , ZOMEMR, 有機 
Me, ABRAOSHEE, 色 等 の 関係 を 
調べ た 。 砂 は George Bank 一 帯 に わた 
り 最 も 普 辺 的 で , Rk channel 及び 
bank の 北 , 東部 に なみ ら れ , シル トト 及び 
粘土 は 北西 部 の 深い SHI RUC DO BA 
で ある 。 median diameter ORtix 
channel 地域 で 最も 大 きく , WYKORW 
堆積 物 も channel に 多い 。 有機 物量 
は 0~3.496 EF CIZHD, シル トー 粘土 の 
含有 量 と 相関 し , 北西 部 の 深 処 地域 の シ 
ルト 一 粘土 堆積 物 に 最も 多い 。 ARR 
は Bank ORME MOS BAL Cla 25 
% も の 多く を 含ん で いる が , 深 処 で は 雰 
で ある 。 堆積 物 の 色 は 白色 か ら 暗 灰 褐色 
まで に わた り , BAM KES 
ある が , channel 及び 深 処 の も の は 一 般 
RE, CHA. (Jour. Sed. Petrol, . 
31, 165~188, 1961) (Ha) 


= 


8607, Cape of Good Hope {#0 
浅海 堆積 物 Fuller, A. O. 

南ア フリ カ , Cape of Hope yc tH 
い , 10 fathoms i NOR BERME, 
現状 を 乱 さ な いよ うに 注意 し て 搾取 し 
( 各 300gm), ZORA, RIROGK 
RE DOME OVC 機械 分 析 を 詳し くし ら べ た 。 
議 料 な すべ て shell quartz sand で , 
20~40% の 介 殻 片 を 含む 。 粒度 範囲 は 
0.06~4.0mm で , 主として 0.09~1.5 
mm に 属す る 。 料 度 組成 の 重量 百分比 の 
累積 曲線 を , arithmetric-probable 
paper に phi-transformation で 表 わ 
し , 夫々 を 比較 し た 。 そ の 結果 2phi 及 
び 0.8phi の あたり に 次 移 点 が み ら れ , 
少く と も る 3 つの 段階 が 各 曲 線 毎 に みとめ 
られ た 。 この 2 つの 変 局 点 は それ ぞ れ , 
2phi は Stokes’s-Impact Formulae 
に , 0.8phi は suspension-traction 


load siae に 当て は まる も の と 解 さ れる 。s 


この 2 つの 変 移 点 の 位置 及び 曲線 の 型 
と , shell content と の 問 に は 相関 々 係 
BRWLLMEDDSnN?. (J. Sed. 
Pet., 31, 256~261, 1961) (Anjpe) 


8608, South Canadian River の 
川 護 の 砂 に 関す る 鉱物 及び 粒度 組成 と そ 
の 性 質 の 意義 Pollack, J. M. 
PSS SSN RTE EPI IE AS 
マ 州 を 流れ る South Canadian River 
の 川 廊 の 堆積 物 に 対し て 鉄 物 及び 粒度 組 
成 と 性 質 に つい て 研究 し た 。650 MBO FE 
離 で 20 箇所 の 試料 採取 を 行い これ ら 
の 試料 に つい て EER, GRIST BE & 4 
い , Ghinke, PURER (roundness), 形状 
に つい て 測定 し た 。 粒度 組成 と し て は 
Median diameter, Mean diameter, 
及び Folk の 方 法 に よる Sorting, 
Skewness, Kurtosis の 測定 を 行い , 
河川 距離 に 対す る 各 変 化 に つい て 図示 し 
て いる 。 特に Roundness Sphericity 
& Shape Factor (ZOvWTA & He 
河川 の 距離 に 対し て 比較 し て 下流 に な る 
に つれ て その 平均 の 値 が 増加 する と 指摘 
し て いる 。 然し な が ら 大 部 分 の 鉱物 は そ 
の 性 質 の 変化 は 深い 意味 を 示さ な い 。 KL 
右 英 と 和 倖 長 右 の 比 は 下流 に 増加 する こと 
が みとめ られ 誠 。 (Jour. Sed. Pet., 
315 16~37, 1961) [阿部 ] 


8609, Upper Mississippi Embay- 
ment DH ZH B= HMOKtMYD 
Pryor, WA Glassy Ela: 
全体 的 の 層 位 学 的 , 古生物 学 的 ; 岩石 学 
的 研究 が Upper Mississippi Embay- 
ment に 対し て 行わ れ て 環境 的 関係 と し 
て 3 区 分 が 行わ れ て いる 。 筆者 等 は この 
地層 に 対し て 試料 199 箇 に 線 分 析 を 
行い 粘 圭 鉄 物 を 分 離し た 。 こ の 結果 Eo- 
cene の 地層 と AB241D Tuscoloosa 及 
び McNairy 層 と Coffee 層 の 一 部 が カ 


$42 BAK DBR AB sb 


ZUFAPEBLGS MAMMA <, 

Eqzzxi@ Owl Creek 層 及 び Selma jg 
の 一 部 と Paleocene の 地層 が EV EY 
ナイ ト を 主 と す る 粘土 鉱物 が 多い 。 XA 
241@ Coon Creek 層 , Selma, Coffee 層 
(の 8 リグ 
EYuts{ bWOSRWCWSo WED 
と BED BS Lk 比較 し て みる と , 

fluviatile な 堆積 環境 を 示す 堆積 物 中 の 
fehl ERM LELTAAVFARRS 
く , outer neritic 7; HEARERS + ant HERR 
物 中 に は モン モリ ナイ ト が 多く , inner 
neritic の 中 間 帯 に お いて は , カオ リナ 
DIN ai Aah ND) 
混合 が 多い 傾向 が みとめ られ , これ ら の 
関係 に つい て 三角 図 並 びに 地層 断面 図 と 
否 き 図示 a で ぶる cour 滞 Sed: 二 eta 
31, 38~51, 1961) [阿部 ] 


8610, Colorado Plateau の 堆積 后 
類 の 粒度 分 布 Cadigan, R. A. 
Calorado Plateau O= Sf, =Bhd 
か ら ジ ュ ラ 紀 に わた る 連続 的 な 好 露 頭 の 
堆積 物 に つい て 粒度 分 析 を 行 つ た 。 これ 
ら の 堆積 物 の 供給 源 は , Kiva, 変成 岩 
堆積 岩 及 び 火 山 岩 地帯 の positive area 
に 由来 する も の で , 沈降 速度 の 繧 漫 な , 
平坦 な 堆積 面 に 沈 積 し た も の で , BE7KER 
の 侵入 と 風 成 乃至 沖積 環境 が , これ に 交 
EUt 。 分 析 値 は mean, standard 
deviation, skewness & kurtosis を 用 
, CNERRXR (a) average grain 
size, (b) average sorting, 及び (c) 
‘Gnternal’”’ sorting と みな し た 。 ま た 地 
質 学 的 な 意義 と し て , 夫々 (a) tectonic 
uplift, gradient, energy level, (b) 
tectonic subsidence, 涼 降 速度 , rewor- 


king の 量 , 及び (c) reworking の 量 


と accumulated energy を 反映 する る も 
の と 解 し て , 代表 的 な 層 区 分 単位 の 粒度 
分 布 の 推計 的 な 検討 を 試み た 。 更に 
standard deviation と mean grain size 
と の 相関 図 上 か ら , 各層 区 分 単位 の 分 
布 範囲 が , 特徴 的 な V 形 で あぁ あらわ され , 

夫々 の tectonism の 大 小 の 沈降 速度 の 
均衡 関係 を 論じ , 本 地域 の 玲 積 物 の 


‘tectonic framework を 解 訳 し た 。 (J. 


Geol. 69, 121~144, 1961) (Ang) 


8611, Turbidite の 地 化 学 的 研究 - II 
Weber, J. N., Middleton, G. V. 


先 に 紹介 (turbidite の 地 化 学 的 研究 
し じ だ ゃ の さ 全 く 同 語 の 試料 に ろ い で 
各 岩 石 を greywacke の 主要 構成 分 で あ 
る 石英 と 長石 , 炭酸 塩類 , Fab b Vy 
TA, BMD 4 OcREL, A777 
ショ ン 毎 の 元素 分 布 状 態 を 追求 し , 一 方 
薄 片 を 用 いて , 石英 ・ 長 石 ・ 粘 士 ・ 頁 岩 
様 岩 片 ・ 重 鉱物 炭 酸 塩 の 分 布 を ポイ ント 
AVY I—CHA% PAH L Peo (ER 
成 と 顕微鏡 観察 に よる 鉱物 組成 と の 問 に 
は 殆ど 相関 を 示さ な い 。 粘 士 マト リッ ク 
Acts B, Ba, Co OMXTE, wr vV 
FAYT LL CwS Rmx Mg, Sr, 
Ba Mn の 如き 元素 , 重 鉄 物 に は Zr 及 
びそ の 他 少 量 の Co, Ni, Ag が 多く 集 
中 し て いる える 。 次 に 14 元素 問 の 各 相 関 々 係 
を 統計 的 に みた 結果 で は , Normanskill | 
層 と Charny 層 の 両方 に 共通 な , FRAY 
関係 は Ba-Ni, Ni-Sc, B-Ga GHZ, 
また Normanskill 層 の み で は Co-Ni, 
Cr-Cu, Cr-Mn, B-Cr, Cr-V, Ba Ni 
Charny 層 で は Co-Mg, Ni-Sc, Ga-Sc, 
Co-Ga, Ga-Mg DAIBS x (ROSE CH 
(Geochim. et Cosmochim. Acta, 
22, 244~288, 1961) CHA) 


RBH 定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
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